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(57)【要約】
【課題】防腐剤系を与える。
【解決手段】第四級アンモニウム化合物、そのような化合物及び防水剤を配合した組成物
が与えられている。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）　式：

（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；及び
　（ｂ）（１）式：

（式中、Ｒ１は、（ａ）の場合と同じか又は異なるＣ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸水素Ｃ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は
　　　（２）式：

（式中、Ｒ１は、（ａ）又は（ｂ）の場合と同じか又は異なるＣ８～Ｃ１２アルキル基で
あり、Ｍは非カップラー金属である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸金属ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は
　　　（３）（ｂ）（１）及び（ｂ）（２）の組合せ；
からなる、金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物。
【請求項２】
　（Ａ）殺生物に有効な量の、式：

（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基である。）
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を有する少なくとも一種類の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、及び（Ｂ
）溶媒からなる、金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物。
【請求項３】
　（Ａ）殺生物に有効な量の、請求項１に記載の少なくとも一種類の組成物、及び（Ｂ）
溶媒からなる木材防腐剤組成物。
【請求項４】
　炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムと溶媒とを一緒にしたものを１００重
量部として、０．１～５重量部の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム及び９
５～９９．９重量部の溶媒からなる、請求項２に記載の木材防腐剤組成物。
【請求項５】
　式：

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり、Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第
四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物と金属水酸化反応物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからなる
溶媒中で反応させ、然も、前記金属水酸化物が、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリー
ル置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、金属塩化物、及び任意に未
反応金属水酸化物を生ずるのに充分な量で存在し、そして
　（ｂ）　前記水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換Ｃ８～Ｃ２０アルキル又は
アリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム及び任意に未反応金属
水酸化物と、二酸化炭素とを反応させ、前記炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換
アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム及び任意に金属炭酸塩を生成させる
、
ことからなる製造方法。
【請求項６】
　式：

を有する炭酸第四級アンモニウム化合物中のＲ１が、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基である、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
　Ｒ１がＣ１０アルキル基である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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　請求項２に記載の木材防腐剤組成物で木質基材を処理することからなる、木質基材を防
腐する方法。
【請求項９】
　請求項５、６、７、又は８のいずれか１項に記載の方法により製造された組成物。
【請求項１０】
　（ａ）殺生物に有効な量の、
　　　　（ｉ）少なくとも一種類の、式：

〔式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基であり；Ｒ３は、置換又は非置換、断続（inte
rrupted)又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、
（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；ｎは、０又は１～５０の整数である。〕
を有するカルボン酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；
　　　　（ii）少なくとも一種類の、式：

（式中、Ｒ１は上で定義した通りであり、ａは２又は３であり、ａが２の時、ｂは０又は
１であり、ａが３の時、ｂは０、１、又は２である。）
を有する硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は
　　　　（iii)（ｉ）及び（ii）の組合せ；及び
　　　（ｂ）溶媒；
からなる、金属を含まない木材防腐剤組成物。
【請求項１１】
　Ｒ１がＣ１０アルキル基であり、Ｒ３がアルキル又はアルケニル基である、請求項１０
に記載の木材防腐剤組成物。
【請求項１２】
　ｌが１又は２である、請求項１０に記載の木材防腐剤組成物。
【請求項１３】
　ｎが１～２０の整数である、請求項１０に記載の木材防腐剤組成物。
【請求項１４】
　ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムのカルボン酸塩、硼酸塩、又はそれらの組
合せ及び溶媒を一緒にしたものを１００重量部として、０．１～５重量部のジＣ８～Ｃ１

２アルキル第四級アンモニウムのカルボン酸塩、硼酸塩、又はそれらの組合せ、及び９５
～９９．９重量部の溶媒からなる、請求項１０に記載の木材防腐剤組成物。
【請求項１５】
　式：
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〔式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ１２アルキル基であり；Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００

基であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であ
り；ｎは、０又は１～５０の整数である。〕
を有するカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物と金属水酸化物反応物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからな
る溶媒中で反応させ、然も、前記金属水酸化物が水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリー
ル置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、金属塩化物、及び任意に未
反応の金属水酸化物を生ずるのに充分な量で存在し、
　（ｂ）　前記水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０ア
ルキル第四級アンモニウム及び任意に未反応金属水酸化物と、二酸化炭素とを反応させ、
炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アン
モニウム及び任意に金属炭酸塩を生成させ、
　（ｃ）　前記炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アル
キル第四級アンモニウムと、式

〔式中、Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは
、独立に１、２、又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；ｎは、０又は１
～５０の整数である。〕
を有する少なくとも一種類のカルボン酸と反応させ、前記カルボン酸Ｃ１～Ｃ２０アルキ
ル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウムを生成させる、
ことからなるカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法。
【請求項１６】
　ジＣ８～Ｃ１２アルキル基がデシル基である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　式：

〔式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ２は、Ｃ
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８～Ｃ２０アルキル基であり；Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００

基であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であ
り；ｎは０又は１～５０の整数である。〕
を有するカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物と、式：

〔式中、Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ２０基であり；Ｍは、一価、
二価、又は三価の金属であり；ｌ及びｑは、独立に１、２、又は３であり；（ｌ）（ｑ）
は、１、２、又は３であり；ｌは、Ｍが一価の時１であり、Ｍが二価の時２であり、Ｍが
三価の時３であり；ｎは、０又は１～５０の整数である。〕
を有する少なくとも一種類の金属カルボン酸塩と、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからなる溶
媒中で反応させ、前記カルボン酸第四級アンモニウムを生成させる、
ことからなるカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法。
【請求項１８】
　Ｒ１がＣ８～Ｃ１２アルキル基である、請求項１５、１６、又は１７のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１０に記載の木材防腐剤組成物で木質基材を処理することからなる、木質基材の
防腐方法。
【請求項２０】
　請求項１５、１６、又は１７のいずれか１項に記載の方法に従い製造された組成物。
【請求項２１】
　式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｒ及びＲ２は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ９～
Ｃ５０基であり；
　　　　Ｒ１は、水素又はメチル基であり；そして
　　　　ｎは、１～１０の整数である。）
を有する防水剤組成物であって、然も任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のＣ
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ム組成物、溶媒、又はそれらの組合せを含有する防水剤組成物。
【請求項２２】
　Ｘが

であり、Ｒ及びＲ２が、夫々Ｃ１７アルキル基であり、Ｒ１が水素であり、ｎが１である
、請求項２１に記載の防水剤組成物。
【請求項２３】
　式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｙは、置換又は非置換

　　　　　置換又は非置換

又はその鏡像異性体、又は置換又は非置換
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又はその鏡像異性体であり；
　　　　Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非
断続Ｃ９～Ｃ５０基であり；
　　　　ｗは、１～１０の整数であり；そして
　　　　ｘ及びｙは、独立に０、１、又は２である。）
を有する防水剤組成物であって、然も任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類の、
Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニ
ウム組成物、溶媒、又はそれらの組合せを含む防水剤組成物。
【請求項２４】
　Ｘが水素であり；Ｒ３がＣ１１～Ｃ１７アルキル基であり；ｎが１である、請求項２３
に記載の防水剤組成物。
【請求項２５】
　Ｘが水素であり；Ｒ３がＣ１１アルキル基であり；ｎが１である、請求項２３に記載の
防水剤組成物。
【請求項２６】
　Ｘが水素であり；
　　　　Ｙが、

又はその鏡像異性体であり；
　　　　Ｒ３がＣ１７アルキル基であり；
　　　　ｘが２である；
請求項２３に記載の防水剤組成物。
【請求項２７】
　Ｘが、水素又は

であり；
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　　　　Ｙが、

又はその鏡像異性体であり；
　　　　Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５が、夫々Ｃ１７アルキル基であり；
　　　　ｙが１であり；
　然も、任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のＣ１～Ｃ２０アルキル又はアリ
ール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム組成物、溶媒、又はそれら
の組合せを含有する、請求項２３に記載の防水剤組成物。
【請求項２８】
　式：

（式中、Ｒ６は飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ６～Ｃ３０基であり
；
　　　　ｐは、１～３０の整数である。）
を有する防水剤組成物であって、任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のＣ１～
Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム組
成物、溶媒、又はそれらの組合せを含有する防水剤組成物。
【請求項２９】
　Ｒ６がＣ１８アルキル基又はｐ－ノニルフェニルであり、ｐが４である、請求項２８に
記載の防水剤組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アル
キル第四級アンモニウム組成物〔水酸化クオット(quat)〕を、対応する塩化第四級アンモ
ニウムを出発材料として用いた間接合成法により製造することに関する。水酸化ジＣ８～
Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムは、表面活性剤及び殺生物剤として木材防腐剤系に有
用である。これらの木材防腐剤系は、金属を含まないのが好ましい。
　本発明は、炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキ
ル第四級アンモニウム組成物〔炭酸クオット〕を、対応する塩化第四級アンモニウムから
間接合成することにも関する。炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム組成物は
、表面活性剤及び殺生物剤として木材防腐剤系に特に有用である。
　本発明は、更に表面活性剤及び殺生物剤として金属を含まない木材防腐剤系に有用なカ
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ルボン酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム（一種又は多種）〔カルボン酸クオ
ット（一種又は多種）〕及び硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム（一種又は
多種）〔硼酸クオット（一種又は多種）〕に関する。これらの木材防腐剤系は、浸出され
にくい。更に、本発明は、カルボン酸又は硼酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換ア
ルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキルクオットを、対応する塩化第四級アンモニウムから合成す
ることに関する。
　更に、本発明は、防水性木材防腐剤組成物に関する。脂肪酸のポリヒドロキシル又はポ
リエーテルヒドロキシルエステル及びポリエーテルヒドロキシドは、木質基材のための防
水剤として有用であることが判明している。更に、これらの防水剤を第四級アンモニウム
組成物及び溶媒と一緒にしたものは、防水性木材防腐剤組成物として有用である。好まし
い第四級アンモニウム組成物には、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウムの塩化物、水酸化物、炭酸塩、カルボン酸塩、又
は硼酸塩が含まれる。
【背景技術】
【０００２】
　第四級アンモニウム化合物（クオット）、特に塩化ジデシルジメチルアンモニウム（Ｄ
ＤＡＣ）：

は、一般に木材防腐剤として用いられている。なぜなら、それらは、一般に用いられてい
る酸性銅／クロム／砒素溶液（ＣＣＡ）又はアンモニア性銅・砒素塩溶液防腐剤の性質と
同様な、菌類及びシロアリに対する抵抗性、強度低下を起こしにくい性質、及び電気的感
応性を抑制する性質を有するからである。Proc. of the Am. Wood Pres. Assoc．，８０
：１９１－２１０（１９８４）参照。塩化クオットは潜在的に危険な重金属を含まないが
、塩化ジデシルジメチルアンモニウムは土壌中で迅速に浸出し〔ニコラス(Nicholas)その
他、Forest Prod.J.,４１：４１（１９９１）〕、従って、銅塩と結合させる必要がある
。
　フィンドレイ(Findlay）その他による米国特許第４，９２９，４５４号明細書には、第
四級アンモニウム化合物と、亜鉛及び銅の少なくとも一方を含浸させることにより木材を
防腐する方法が記載されており、この場合クオット陰イオンは、水酸化物イオン、塩化物
イオン、臭化物イオン、硝酸イオン、硫酸水素イオン、酢酸イオン、炭酸水素イオン、炭
酸イオン、蟻酸イオン、硼酸イオン、及び脂肪酸イオンからなる群から選択されている。
これらのクオットは潜在的に危険な重金属を含まない点で、一般に用いられている酸性銅
／クロム／砒素溶液（ＣＣＡ）又はアンモニア性銅・砒素塩溶液防腐剤よりも環境及び安
全性の上で明確な利点を有する。フィンドレイその他によるクオットは、それらを比較的
不溶性にし、処理した物質からそれらが浸出しないようにするため、銅又は亜鉛を必要と
する。上記配合物中に銅又は亜鉛を用いると、依然として環境及び腐食問題を生ずること
がある。
　更に、塩化ジデシルジメチルアンモニウムは、木材の表面に優先的に吸収され易く、全
基材を均一に処理することができない。最終的にＤＤＡＣ処理された木材は、光に曝すと
表面腐食を示すか、或は老化する。プレストン(Preston）その他、Proc. Am. Wood Pres.
Assoc.,８３：３３１（１９８７）参照。
【０００３】
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　細菌、菌類、及び藻類に対する種々の塩化クオットの殺生物活性度が、「陽イオン性表
面活性剤」(Cationic Surfactants)〔Ｅ．ユンゲルマン(Jungerman）編集、マーセル・デ
ッカー社(Marcel Dekker,Inc.）、１９６９年〕第５６頁～第５７頁に表示されている。
ニコラス(Nicholas)による「防腐剤と木材との相互作用」(Interaction of Preservative
s with Wood)、Chemistry of SolidWood 、化学の進歩シリーズ(Advances in Chemistry 
Series)＃２０７〔ポウエル(Powell)編集、Ａ．Ｃ．Ｓ．、１９８４年〕には、ジデシル
ジメチルアンモニウム化合物、特にＤＤＡＣは有力な殺生物剤であることを認めている。
プレストン〔J. A. O. C. S.６０：５６７（１９８３）〕は、Ｃ１０～Ｃ１２アルキル基
を有するジアルキルジメチル化合物で菌類に対する最大の毒性が示されることを是認し、
示唆している。ブッチャー(Butcher）その他(Chem Abstracts No. ９１：１５２６２７ｂ
）は、酸又は塩基の存在がジデシルジメチルアンモニウムクオットの活性度に影響を与え
ることがあることを示唆している。
　酢酸ジデシルジメチルアンモニウムは、Chem Abstracts No.９７：９１７５で、酸化の
ための相移動触媒として用いられている。Chem Abstracts No.１０９：１２４４０３ｘで
は、イソプロパノール中でジデシルメチルアミンをグルコン酸及びエチレンオキシドと一
緒にオートクレーブにかけることにより
（Ｃ１０Ｈ２１)２ＣＨ３Ｎ　（ＣＨ２)２Ｏ　＋グルコン酸基－を生成させることにより
木材防腐剤を製造しているが、Chem Abstracts No.１０３：１０９９５４ｆでは、塩化ベ
ンジルアンモニウムとグルコン酸クロロヘキシデンとを交換することにより消毒剤溶液を
製造している。
　式、Ｒ１Ｎ＋Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｘ－（式中、Ｒ１、Ｒ２、又はＲ３の少なくとも一つはＣ８

～Ｃ３０アルキル又はアルケニル基であり、Ｒ１、Ｒ２、又はＲ３の残りはメチル、エチ
ル、ＣＨ２Ｐｈ又は４－ピリジル－メチルであり；Ｒ４はメチル又はエチルであり；Ｘは
Ｃ７以上の疎水性基を有する酸の陰イオンである）の第四級アンモニウム化合物を含む殺
菌剤組成物が、Chem Abstracts No.１１３：１５４３６０ｆ及びNo. １１３：１５３７７
６ｊに記載されている。Chem Abstracts No. １１２：７９７６８ｕには、式、Ｒ１Ｒ２

Ｒ３Ｒ４Ｎ＋Ｘ－（式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３はメチル、エチル、ベンゾイル、４－ピ
リジノメチルであり、少なくとも一つはＣ８～Ｃ３０アルキル又はアルケニルであり；Ｒ
４はメチル又はエチルであり；ＸはＣ７以上の疎水性基を有する酸の対陰イオンである）
の化合物が記載されている。ジメチルジデシルアンモニウム　ドデシルベンゼンスルホネ
ートは、さび病を起こすことなく木材に長期間の防腐性を与えることが示されているが、
同じ化合物の塩化物塩はさび病を起こすことが示されている。
　パットン(Patton)その他による米国特許第５，００４，７６０号明細書には、ジデシル
ジメチルアンモニウム　ポリ（エチレン／アセテート）等のような種々のカルボン酸ジア
ルキルジメチルアンモニウムを配合した重合発泡体が記載されている。
【０００４】
　第四級アンモニウム化合物（クオット）は、典型的には、次の反応によって製造される
：
　　Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｎ　＋　Ｒ４Ｘ　→　Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４ＮＸ　　　（II）
（式中、Ｘはハロゲン、硫酸基、スルホ化合物等である）。Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、又はＲ４

の少なくとも一つがＣ１２以上である場合、生成物は不活性石鹸である。不活性石鹸の多
くは、細菌、菌類、藻類、及び関連する生物に対し殺生物活性を有する。
　上の反応（II）は、反応物Ｒ４Ｘによって限定される。なぜなら、Ｒ４は第三級アミン
と反応するはずだからである。例えば、塩化メチル（Ｒ４Ｘ＝ＣＨ３Ｃｌ）は１００℃よ
り低い温度で第三級アミンと反応して第四級化合物Ｒ３Ｎ＋ＣＨ３Ｃｌ－を生ずるが、メ
タノール又は酢酸メチル（Ｒ４Ｘ＝ＣＨ３ＯＨ又はＣＨ３ＣＯＯＣＨ３)は、同じ反応条
件下で反応しない。
　スルホ基を有する一般的第四級アンモニウム化合物は、サルフェート化合物と第三級ア
ミンとの反応（III)又は二重交換（IV）により容易に製造される。
　　Ｒ３Ｎ＋ＲＳＯ３ＣＨ３→Ｒ３ＮＣＨ３

＋ＲＳＯ３
－　　　　（III)
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　　Ｒ３Ｎ＋ＣＨ３Ｃｌ－＋ＲＳＯ３
－Ｎａ＋→

　　　　　　　　　Ｒ３ＮＣＨ３
＋ＲＳＯ３

－＋ＮａＣｌ　　　　（IV）
　もしトリメチルアミンを二酸化炭素及びメタノールと共に２００℃より高い温度で８５
～９５気圧で加熱すると、炭酸クオット、炭酸ビス－テトラメチルアンモニウムが生成す
る。「工業的有機窒素化合物」(Industrial Organic Nitrogen Compounds）〔アッスル(A
stle）編集、レインホルド社（Reinhold Inc.)、１９６１年〕第６６頁。しかし、この反
応はメチル化合物に限定されている。なぜなら、ホフマン脱離反応により高級同族体がオ
レフィンへ分解するからである。
「有機反応」(Organic Reactions）II〔クリーゲル出版社(Krieger Publishing Co.)、１
９７５年〕第５章、第３７７頁参照。
　Chem Abstracts　１１０：２１２１１４（１９８９）は、炭酸ジメチルをメタノール中
でトリエチルアミンと１１５℃で加圧下で１２時間反応させると、炭酸メチルエステルク
オットが生成することを示唆している。
　Chem Abstracts　１１４：２４８２４（１９９１）には、６－ヒドロキシルヘキシルジ
メチルアミンが炭酸ジメチルと反応して炭酸エステルクオットを生ずることが記載されて
いる。
【０００５】
　本発明の反応方式で中間体である水酸化第四級アンモニウム（水酸化クオット）は、沃
化第四級アンモニウムと酸化銀との反応（Ｖ）により現在製造されている。
　ＲＮ＋（ＣＨ３)３Ｉ－＋ＡｇＯ→ＲＮ＋（ＣＨ３)３ＯＨ－＋ＡｇＩ　　（Ｖ）
しかし、この反応はコストが高く、銀薬剤を回収することは困難である。「有機反応」(O
rganic Reactions）II（クリーゲル出版社、１９７５年）第５章、第３７６頁～第３７７
頁参照。
　オレフィン合成では、第四級塩を水性ナトリウム又はカリウムで処理し、次に熱分解し
て水酸化クオットを形成し、次にその水酸化クオットを直接分解することを示唆している
。しかし、この方法では、水酸化クオットは分離されず、この製造条件は望ましくない。
「有機反応」(Organic Reactions）II（クリーゲル出版社、１９７５年）第５章、第３７
６頁～第３７７頁参照。
　タルモン(Talmon)その他〔Science,２２１，１０４７（１９８３）〕は、臭化ジデシル
ジメチルアンモニウムを水酸化ジデシルジメチルアンモニウムへ転化するのにイオン交換
樹脂を用いている（VI）。
　　（Ｃ１２Ｈ２５)２（ＣＨ３)２Ｎ＋Ｂｒ－＋イオン交換樹脂→
　　　　　　　　　（Ｃ１２Ｈ２５)２（ＣＨ３)２Ｎ＋ＯＨ－　　　　　　　（VI）
しかし、３ｇの塩化第四級アンモニウムを対応する水酸化物に転化するのに、５０mlのイ
オン交換樹脂及び二つの処理工程が必要である。タルモンその他は、水酸化クオットは酸
と反応して異なった陰イオンを持つクオットを形成することができることを述べており、
彼らは酢酸ジドデシルジメチルアンモニウム（ＤＤＤＡ）、蟻酸ＤＤＤＡ、プロピオン酸
ＤＤＤＡ、酪酸ＤＤＤＡ、蓚酸ＤＤＤＡ、アクリル酸ＤＤＤＡ、酒石酸ＤＤＤＡ、安息香
酸ＤＤＤＡ、及びオクタン酸ＤＤＤＡを製造している。「有機合成」(Organic Synthesis
）、全集第VI巻(JohnWiley Inc.、１９８８年）第５５２頁；ブラッディー(Brady）その
他、J. Am. Chem. Soc., １０６：４２８０－４２８２（１９８４）；ブラッディーその
他、J. Phys. Chem., ９０：９，１８５３－１８５９（１９８６）；ミラー(Miller)その
他、J. Phys. Chem., ９１：１，３２３－３２５（１９８９）；ラドリンスケ(Radlinske
）その他、Colloids and Surfaces,４６：２１３－２３０（１９９０）参照。
　Chem Abstracts No.７５：１１９１７０Ｕでは、グルコン酸ジステアリルジメチルアン
モニウムをイオン交換及びその後の有機酸との反応により製造している。ミラーその他〔
Langmuir, ４：１３６３（１９８８）〕は、臭化物からイオン交換により酢酸ジテトラデ
シルジメチルアンモニウムを製造している。
　別法として、水酸化第四級アンモニウム組成物は、電気化学セル中でハロゲン化クオッ
トをセル間の特別な陽イオン交換隔膜を用いて処理することにより製造されてきた。水酸
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化クオットは一方の電極に集まり、ハロゲン化物イオンが他方の電極に集まる。水酸化ク
オット、Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋ＯＨ－（式中、Ｒ基はＣ１～Ｃ４である）をカルボン酸で
処理し、非対称的クオットを作り、それをキャパシタ駆動電解質として用いている。特開
平２－１０６，９１５号公報及びアワタ(Awata）その他、Chemistry, Letters,３７１（
１９８５）参照。アワタその他は、カソードセル中にカルボン酸を入れ、水酸化テトラエ
チルアンモニウムと、それが形成された時、反応させている。
【０００６】
　特開平１－１７２，３６３号公報には、トリエチルアミンと硫酸ジエチルとを反応させ
、得られたクオットを硫酸と共に加熱して硫酸クオットを生成させ、その硫酸クオットを
水酸化バリウムと反応させて短鎖クオット、水酸化テトラエチルアンモニウム、及び硫酸
バリウムを生成させることにより、比較的低い収率で水酸化テトラエチルアンモニウムを
製造することを記載している。
　ブッシュ(Bush)その他によるフランス特許第１，５１８，４２７号では、イオン交換に
より製造された水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムを強塩基として用いて
動物組織を消化している。
　アクゾ(Akzo)は、水性媒体中、塩化ジデシルジメチルアンモニウムのような塩化第四級
アンモニウムに金属水酸化物を添加すると、塩化第四級アンモニウムと水酸化第四級アン
モニウムとの平衡混合物を与える結果になる（VII)ことを開示している。この反応は、溶
媒としてイソプロパノールを用いることにより右へ移行させることができる。

　アクゾは、更に塩化第四級アンモニウムに石鹸を添加するとカルボン酸第四級アンモニ
ウムを生ずることを開示している（VIII）。
　（Ｒ４Ｎ）Ｃｌ＋Ｒ１ＣＯＯＮａ→（Ｒ４Ｎ）（ＯＯＣＲ１)＋ＮａＣｌ　　　（VIII
）
　ジョーダン(Jordan)その他による米国特許第３，２８１，４５８号明細書は、フミン酸
ジオクタデシルジメチルアンモニウム、フミン酸ジタロージメチルアンモニウム、フミン
酸ジペンタデシルジメチルアンモニウム、及びフミン酸ジドデシルジメチルアンモニウム
を、フミン酸、亜炭、水酸化ナトリウム水溶液、及び塩化クオットを反応させることによ
り製造することを開示している。
　最後に、ナカマ(Nakama)その他によるJ. A. C. O. S., ６７：７１７（１９９０）には
、陰イオン及び陽イオン表面活性剤、特にラウリン酸ナトリウムと塩化ステアリルトリメ
チルアンモニウムとの相互作用が報告されているが、リンダーボルグ(Linderborg)による
米国特許第４，５８５，７９５号明細書には、或る殺生物性有機酸、塩化第四級アンモニ
ウム、及び塩化アルキル－ピリジニウムの相乗的混合物を、サプステイン（sapstain）菌
類及びカビに対する木材の短期保護のための抑制剤として用いることが記載されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　結局、木質基材を効果的に処理するために、潜在的に危険な金属添加物を必要としない
第四級アンモニウム化合物を製造する安全で効果的な都合のよい方法を開発する努力が行
われてきた。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　今度、有用な水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０ア
ルキル第四級アンモニウムを、特定の第四級塩化物及び金属水酸化物から製造することが
できることが分かった。
　更に、有用な炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アル
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キル第四級アンモニウムを、特に、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル
、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウムから、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリ
ール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム中間体を経て間接合成する
ことにより製造することができることが発見された。更に、炭酸Ｃ８～Ｃ１２アルキル第
四級アンモニウムクオットは、それらが特に、一般に用いられている金属安定化剤即ちカ
ップラー、砒素、クロム、銅、及び亜鉛、又はそれらの組合せを用いることなく、向上し
た難浸出性を有するので、木材防腐剤系に有用であることが発見された。
　更に、カルボン酸及び（又は）硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムは、金
属を含まない木材防腐剤系に配合することができる。カルボン酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又
はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキルクオット、特に上記カルボン酸ジＣ８～
Ｃ１２アルキルクオットは、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８

～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム〔塩化クオット（一種又は多種）〕出発材料から、
水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級ア
ンモニウム及び炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アル
キル第四級アンモニウム中間体を通る間接合成、又は直接合成を含めた種々の方法により
製造することができる。硼酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ

２０アルキルクオット、特に上記硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキルクオットは、水酸化Ｃ１～
Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム出
発材料から種種の方法により製造することができ、その出発材料は上で述べたように、対
応する塩化クオットから製造することができる。上記方法により製造されるものを含めた
炭酸及び（又は）硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキルクオットは、それらが特に、一般に用いら
れている金属安定化剤即ちカップラー、砒素、クロム、銅、及び亜鉛、又はそれらの組合
せを用いることなく、向上した難浸出性を有するので、木材防腐剤として有用である。
　しかし、第四級アンモニウム化合物は、湿潤条件下で木材から移動又は浸出するのが典
型的である。普通の防水組成物は、工業的に典型的に用いられている第四級アンモニウム
化合物とは相容性を持たないことが判明しており、従って、それらはこれらのクオットの
浸出を防ぐためには一般に用いられていない。
　典型的な防水剤は、ワックス、低分子量ポリオレフィン、又はその炭化水素溶媒に入れ
た分散物又は溶液である。しかし、本発明で有用なものを含めた第四級組成物は、水に可
溶性であるのが典型的である。一般に、それらは典型的な防水剤溶媒系には不溶性で、乳
化又は分散した防水剤と両立しない。
　今度、ここに記載した方法により製造されるものを含めた、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又は
アリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル、特にジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アン
モニウムの水酸化物、炭酸塩、カルボン酸塩、及び硼酸塩は、新しく発見された脂肪酸の
ポリヒドロキシル又はポリエーテルヒドロキシルエステル、又はポリエーテルヒドロキシ
ド防水剤との相容性を有する。防水剤、又は防水剤とここに記載したクオットとから調製
された防水性木材防腐剤系は、向上した難浸出性を示し、強力な、下地、工業製木工品用
途に対する防水基準を満たす。
【０００９】
〔発明の開示〕
　水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級
アンモニウム、特に水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムを製造するための
、特定の溶媒の選択を含めた高収率の方法が発見された。生成物収率は、反応物の量を調
節することにより更に向上させることができる。これらの水酸化クオット及びそれから製
造された木材防腐剤組成物は、木質基材に適用することができ、その基材からの浸出は比
較的些細なものである。
　本発明の方法は、二つの反応物、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル
、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第
四級アンモニウムと、金属水酸化物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールを含む溶媒中で反応
させることを含む。金属水酸化物反応物の量は、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリー
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ル置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム及び金属塩化物を生成するの
に充分な量である。この量は、少なくとも化学量論的量であるのが好ましい。
　また、本発明の目的とするものは、好ましくは金属を含まず、殺生物に有効な量の少な
くとも一種類の水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキルアンモニウム及び溶媒を含む木材防腐剤組
成物である。水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムは、上記方法により製造
されるのが好ましい。
　更に、本発明の目的とするものは、木質基材を防腐するための方法である。従って、そ
の基材をこれらの木材防腐剤組成物で処理する。
　式：

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり、Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり、好ましくはＲ１はＲ２と同じであり、Ｒ１はＣ８～Ｃ１２

アルキル基である。）
を有する炭酸第四級アンモニウム、及び対応する炭酸水素第四級アンモニウム：

（式中、Ｒ１は、上述のものと同じか又は異なるＣ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換
アルキル基であり、Ｒ２は、上述のものと同じか又は異なるＣ８～Ｃ２０アルキル基であ
り、好ましくはＲ１はＲ２と同じであり、Ｒ１はＣ８～Ｃ１２アルキル基である。）
及び（又は）対応する炭酸金属第四級アンモニウム：

（式中、Ｒ１は、同じか又は異なるＣ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基で
あり、Ｒ２は、Ｃ８～Ｃ２０アルキル基であり、好ましくはＲ１はＲ２と同じであり、Ｒ
１はＣ８～Ｃ１２アルキル基であり、Ｍは、一価、二価、又は三価の金属であり、好まし
くは一価の金属であり、最も好ましくはアルカリ金属である。）
は、二つの反応物、（ａ）塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～
Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アン
モニウムと、（ｂ）金属水酸化物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールを含む溶媒中で反応さ
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せることにより製造する。金属水酸化物反応物の量は、対応する水酸化Ｃ１～Ｃ２０アル
キル又はアリール置換、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは対応する
水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、金属塩化物、及び任意に未反応金属
水酸化物を生ずるのに充分な量である。得られる水酸化第四級アンモニウム及び未反応金
属水酸化物を、次に二酸化炭素と反応させて、対応する炭酸第四級アンモニウム、任意に
対応する炭酸水素第四級アンモニウム、及び任意に対応する炭酸金属第四級アンモニウム
、又はそれらのいずれかの組合せ、及び任意に金属炭酸塩を生成させる。
【００１０】
　更に、本発明の目的とするものは、木質基材を防腐するための方法である。従って、基
材を、（ａ）殺生物に有効な量の少なくとも一種類の上記炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第
四級アンモニウム化合物又は組成物、好ましくは上記方法により製造されたもの、及び（
ｂ）溶媒からなる、金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物で処理する。
　（ａ）殺生物に有効な量の、（ｉ）少なくとも一種類の、式：

〔式中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ４は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり、好ましくはＲ３とＲ４は同じＣ８～Ｃ１２アルキル基であ
り；Ｒ５は置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは、独立
に１、２、又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；ｎは０又は１～５０の
整数である。〕
を有するカルボン酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；（ii）少なくとも一種
類の、式：

（式中、Ｒ３及びＲ４は上で定義した通りであり、ａは２又は３であり、ａが２の時、ｂ
は０又は１であり、ａが３の時、ｂは０、１、又は２である。）
を有する硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は（iii)（ｉ）及び（ii）
の組合せ；及び
　（ｂ）溶媒、
からなる木材防腐剤組成物も与えられる。
　これらのカルボン酸クオットは、間接又は直接合成により製造するのが好ましい。間接
合成は、二つの反応物、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ

２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモ
ニウムと、金属水酸化物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールを含む溶媒中で反応させること
を含む。金属水酸化物反応物の量は、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アル
キル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム〔水酸化クオット（一種又は多種）〕；
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好ましくは水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；金属塩化物；及び任意に
未反応金属水酸化物を生ずるのに充分な量である。得られた水酸化第四級アンモニウム及
び未反応金属水酸化物を、次に二酸化炭素と反応させて炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はア
リール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは炭酸ジＣ８

～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；及び任意に金属炭酸塩を生成させる。得られた炭
酸第四級アンモニウムを、式

（式中、Ｒ５、ｌ、ｎ、及びｑは上で定義した通りである。）
を有するカルボン酸（一種又は多種）と反応させ、カルボン酸クオットを生成させる。
　別法として、直接合成法は、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級
アンモニウムと、式：

（式中、Ｒ５及びｎは上で定義した通りであり；Ｍは一価、二価、又は三価の金属であり
；ｌ及びｑは独立に１、２、又は３であり；（ｌ）（ｑ）は、Ｍが一価の時１であり、Ｍ
が二価の時２であり、Ｍが三価の時３である。）
を有する少なくとも一種類の金属カルボン酸塩と反応させることを含む。
　これらの硼酸クオットは上記水酸化クオットを硼酸と反応させる水酸化物／硼酸塩合成
により製造するのが好ましい。
【００１１】
　更に本発明の目的とするものは、木質基材を防腐する方法である。従って、その基材を
、上記炭酸及び（又は）硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム木材防腐剤組成
物を含む木材防腐剤組成物、好ましくは上記方法により製造されたカルボン酸クオット及
び（又は）硼酸クオットを含むもので処理する。
　防水剤組成物を与える。これらの防水剤は、
　（Ａ）式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｒ及びＲ７は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ９～
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Ｃ５０基であり；
　　　　Ｒ６は、水素又はメチル基であり；そして
　　　　ｎは１～１０の整数である。）
を有する組成物、
　（Ｂ）式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｙは、置換又は非置換

　　　　　　置換又は非置換

又はその鏡像異性体、又は置換又は非置換

又はその鏡像異性体であり、
　　　　Ｒ８、Ｒ９、及びＲ１０は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は
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　　　　ｗは、１～１０の整数であり；そして
　　　　ｘ及びｙは、０、１、又は２である。）
を有する組成物、
　（Ｃ）式：

（式中、Ｒ１１は飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ６～Ｃ３０基であ
り；そして
　　　　ｐは、１～３０の整数である。）
を有する組成物、又は
　（Ｄ）組成物（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）の任意の組合せ、
を含む。
【００１２】
　更に本発明の目的とするものは、
　（Ａ）防水性を向上させる量の、上記防水剤組成物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、又は（Ｄ
）のいずれか、及び
　（Ｂ）溶媒、
からなる防水剤組成物である。
　好ましい態様として、
　（Ａ）防水性及び相容性を向上させる量の、上記防水剤組成物、
　（Ｂ）殺生物に有効な量の、少なくとも一種類のＣ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置
換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム組成物で、第四級アンモニウムの
塩化物、水酸化物、炭酸塩、カルボン酸塩、硼酸塩、又はそれらの任意の組合せから選択
された第四級アンモニウム組成物、及び
　（Ｃ）溶媒、
からなる防水剤木材防腐剤組成物が与えられる。
　好ましい水酸化クオットは、水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムである
。好ましい炭酸クオットは、式：

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり、Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ１２アルキル基である）
を有するものであるか、又は
　　（ａ）式：



(20) JP 2009-102402 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

（式中、Ｒ２はＣ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、及び
　（ｂ）（１）式：

（式中、Ｒ２は、（ａ）の場合と同じか又は異なるＣ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸水素ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、又は
　　　　（２）式：

（式中、Ｒ２は、（ａ）又は（ｂ）の場合と同じか又は異なるＣ８～Ｃ１２アルキル基で
あり、Ｍは非カップラー金属である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸金属ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、又は
　　　　（３）（ｂ）（１）及び（ｂ）（２）の組合せ、
の混合物である。好ましいカルボン酸第四級アンモニウムは、式：

〔式中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ４は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり；Ｒ５は置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基
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であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり
；ｒは０又は１～５０の整数である。〕
を有するものである。好ましい硼酸第四級アンモニウムは、式：

（式中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ４は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり；ａは２又は３であり、ａが２の時、ｂは０又は１であり、
ａが３の時、ｂは０、１、又は２である。）
を有するものである。
【００１３】
　更に別の態様として、木質基材を防水、又は防水及び防腐する方法を与え、この場合そ
の基材を上記防水剤、又は防水性防腐剤組成物で処理する。
　Ａ．水酸化第四級アンモニウム
　どの水酸化第四級アンモニウムでも本発明で用いるのに適しているが、式：

（式中、Ｒ１２は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり、Ｒ１３は
、Ｃ８～Ｃ２０アルキル基であり、好ましくはＲ１２はＲ１３と同じであり、Ｒ１２はＣ

８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する水酸化第四級アンモニウム（水酸化クオット）が好ましい。
　特に、Ｒ１２がメチル、Ｃ８アルキル、Ｃ９イソアルキル、Ｃ１０アルキル、Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１４アルキル、Ｃ１６アルキル、又はベンジル基であり；Ｒ１３が、Ｃ１０ア
ルキル、Ｃ１２、Ｃ１４アルキル、又はＣ１６アルキル基である場合の水酸化クオットを
挙げることができる。最も好ましい水酸化クオットは、Ｒ１２及びＲ１３が、Ｃ１０アル
キル基であり、最も好ましくはｎ－Ｃ１０基である場合の水酸化ジデシルジメチルアンモ
ニウムである。
　水酸化ジデシルジメチルアンモニウムは、アルコール５０重量％／水５０重量％の溶媒
中に入れた７０～８０重量％の溶液として観察すると、黄／オレンジ色の液体である。こ
の配合物は約１３４°Ｆの引火点を有し、リグニンのフェノール性ＯＨと反応する極めて
アルカリ性の物質である。
　本発明で有用な水酸化第四級アンモニウムは、下に例示する反応に従って製造するのが
好ましい。
【００１４】
　本発明の方法は、慣用的製造方法と比較した時、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリ
ール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、好ましくは水酸化ジＣ８

～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムを増大した収率で与える。塩化クオット塩と金属水
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酸化物との水酸化第四級アンモニウム及び金属塩化物を生ずる反応は、平衡反応（VII)で
あるか、又は分岐鎖溶媒を使用することにより右の方へ移行させることができると今まで
考えられてきたが、今度適当な反応物、反応媒体及び（又は）反応条件（反応物の量を含
む）を選択することにより、反応を、前例のない一層多量の水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル
又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウムを生ずるように大
きく平衡を移動させることができることが発見された。
　本発明の方法は、種々の水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８

～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム化合物を製造するのに用いることができるが、好ま
しい反応生成物クオットは、水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム化合物で
ある。最も好ましい水酸化クオットは、水酸化ジｎ－Ｃ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモ
ニウム、水酸化ジデシルジメチルアンモニウム、及び水酸化ジ－ｎ－デシルジメチルアン
モニウムである。

式中、Ｒ１２は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ１３は、
Ｃ８～Ｃ２０アルキル基であり；Ｒ１４は、直鎖Ｃ１～Ｃ４アルキル基であり；Ｍは一価
、二価、又は三価の金属であり；ｍは、Ｍが一価の時１であり、Ｍが二価の時２であり、
Ｍが三価の時３である。好ましくは、Ｒ１２はＲ１３と同じであり、即ち、Ｃ８～Ｃ１２

アルキル基である。
【００１５】
　多くの塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第
四級アンモニウムが反応物として適しているが、塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アン
モニウムが好ましく、塩化ジデシルジメチルアンモニウム、特に塩化ジ－ｎ－デシルジメ
チルアンモニウムが最も好ましい。塩化クオット反応物のＲ１２及びＲ１３置換基の選択
は、水酸化クオット生成物を決定する。
　特に、Ｒ１２がメチル、ブチル、Ｃ８アルキル、Ｃ９イソアルキル、Ｃ１０アルキル、
Ｃ１２アルキル、Ｃ１４アルキル、又はベンジル基であり；Ｒ１３が、Ｃ１０アルキル、
Ｃ１２アルキル、Ｃ１４アルキル、又はＣ１６アルキル基である場合の方法を挙げること
ができる。
【００１６】
　金属水酸化物反応物は、一価、二価、又は三価の金属の水酸化物であり、好ましくは一
価金属水酸化物、最も好ましくはアルカリ金属水酸化物、例えば、水酸化ナトリウム又は
水酸化カリウムである。特に水酸化カリウムを挙げることができる。金属塩化物反応生成
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物は沈澱し、容易に除去され、即ち濾過等により除去され、水酸化クオット／溶媒反応生
成物を生ずる。水酸化クオットは乾燥等によりそれから分離することができる。
　反応は、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールを含む溶媒中で行う。溶媒はエタノールであるのが
好ましく、無水エタノールであるのが最も好ましい。
　金属水酸化物反応物の量は、塩化第四級アンモニウム反応物に対し化学量論的量である
のが典型的である。従って、理論的根拠に基づき、もし反応が完了して平衡しなくなった
時、反応の完了により過剰の金属水酸化物反応物が存在することはないであろう。実際上
、化学量論的量の金属水酸化物反応物を用いた場合の収率は、約６５％～約９５％の範囲
であるが、或る程度特定の金属水酸化物反応物に依存して変化するであろう。
　収率は、約２％～約２０％過剰の範囲の化学量論的に過剰の金属水酸化物を用いること
により、慣用的方法よりも更に改善することができる。過剰の金属水酸化物を用いた場合
、収率は約９５％～約９９％に増大し、この場合も上で述べたように変動する。
【００１７】
　未反応金属水酸化物は、水酸化クオット／溶媒混合物中に溶解する。過剰又は未反応金
属水酸化物は、反応が完了した後除去すべきであり、後の二酸化炭素との反応により沈澱
させ、対応する金属炭酸塩を生成させるのが好ましい。その炭酸塩は水酸化クオット／溶
媒混合物に対し不溶性であり、容易に除去され、即ち、濾過等により除去される。別法と
して、金属が金属水酸化物の金属に相当する固体金属炭酸水素塩を添加し、水酸化クオッ
ト／溶媒混合物とスラリーにしてもよい。その可溶性金属水酸化物は固体炭酸水素塩と反
応して不溶性金属炭酸塩を生成する。金属炭酸塩は水酸化クオットと更に反応することは
ない。
　これら水酸化クオットの製造で、成分の混合、添加、及び反応は、当業者に知られた慣
用的手段により達成することができる。反応物又は溶媒の添加順序が工程に影響を与える
ことはない。反応物及び（又は）溶媒は、適当な反応容器中で順次又は同時に添加するこ
とができる。
　反応物及び溶媒は、撹拌し、約２０℃～約７０℃に加熱し、その温度に約１時間～約５
時間の時間維持するのが典型的である。次に反応混合物を、先ず室温へ冷却し、次に約０
℃に冷却し、そこで約１時間～約２時間維持する。沈澱した金属塩化物は、当分野で知ら
れているように、即ち濾過などにより収集する。
　別法として、反応物及び溶媒は僅かに上昇させた温度、即ち、約２０℃～約４０℃で撹
拌し、水酸化クオット／溶媒混合物を生成させる。水酸化クオットは、上述のようにして
分離することができる。
　水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、特に本発明の方法により製造され
たものは、金属を含まない木材防腐剤組成物として配合することができる。これらの組成
物は、殺生物に有効な量の少なくとも一種類の水酸化クオットと、水性及び非水性溶媒を
含めた適当な溶媒とを含む。溶媒は、水、エタノールのような水性アルコール、アンモニ
ウム水等、又はそれらのいずれかの組合せ（それらに限定されるものではない）を含めた
水性溶媒であるのが好ましい。
【００１８】
　当業者に知られているように、異なった基材に適用するため、また異なった用途のため
必要に応じ他の慣用的添加剤を添加してもよいが、金属安定化剤は不必要であり、実際、
基材からのクオットの浸出を防ぐため奨められない。従って、板材、角材等のような木質
基材を、上述の適当な溶媒中に希釈した上記水酸化クオット（一種又は多種）を含む防腐
剤組成物で処理することができる。
　基材を処理するのに用いる水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムの量は、
殺生物に有効な量であり、即ち、木の腐敗を起こす一種類以上の生物の成長を阻止し、或
は殺し、樹液の汚染を防止し、或はそれらのいずれかの組合せを行うのに有効な量である
。そのような生物には、白色腐食を起こすTrametes viride又はTrametes versicolor ；
褐色腐食を起こすGoeophyllium trabeum；及び樹液汚染／カビを生ずるAspergillus nige
r が含まれるが、それらに限定されるものではない。
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　典型的には、木材防腐剤組成物は、クオットと溶媒とを一緒にしたものを１００重量部
として、約０．１～約５重量部の水酸化クオット、及び約９５～約９９．９重量部の溶媒
からなる。最も好ましくは、本発明の木材防腐剤組成物は、同じ基準で、約１～約２重量
部の水酸化クオットと、約９８～約９９重量部の溶媒とからなる。
　基材の処理は、拭い、浸漬、ブラシ掛け、加圧処理等（それらに限定されるものではな
い）を含めた当業者に知られているどのような方法によって達成してもよい。処理に必要
な時間は、処理条件に従って変化し、その選択は当業者に知られている。
　本発明の木材防腐剤組成物は、現在工業的に用いられている木材防腐剤よりも大きな難
浸出性を示す。難浸出性は、殺生物に有効な量を保持する性質として定義され、好ましく
は少なくとも約２重量％の水酸化クオットを、少なくとも１００時間、好ましくは約３５
０時間の長期間に亙って基材中に維持することとして定義する。特定の理論によって束縛
されるものではないが、本出願人は、水酸化クオットが基材の木質マトリックスと反応又
は錯体を形成し、それによって基材中に「固定」されると仮定している。また長鎖水酸化
クオット及びそのようなクオットを含む木材防腐剤組成物は、処理された基材の防水性を
向上させるものと考えられる。
【００１９】
　Ｂ．炭酸第四級アンモニウム
　どのような炭酸第四級アンモニウムでも本発明で用いるのに適しているが、好ましい炭
酸クオットは、式：

　式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり、Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり、好ましくはＲ１及びＲ２は同じＣ８～Ｃ１２アルキル基で
ある。）
を有する。
　特に、Ｒ１がメチル、Ｃ８アルキル、Ｃ９イソアルキル、Ｃ１０アルキル、Ｃ１２アル
キル、Ｃ１４アルキル、Ｃ１６アルキル、又はベンジル基であり；Ｒ２が、Ｃ１０アルキ
ル、Ｃ１２アルキル、Ｃ１４アルキル、又はＣ１６アルキル基である場合の炭酸クオット
を挙げることができる。
　最も好ましい炭酸クオットは、Ｒ１及びＲ２が、Ｃ１０アルキル基であり、好ましくは
ｎ－Ｃ１０アルキル基である場合の炭酸ジデシルジメチルアンモニウムである。炭酸ジデ
シルジメチルアンモニウムは、７０～８０重量％の溶液として観察すると、黄／オレンジ
色の液体であり、それは僅かにフルーツのような匂いを有する。この配合物は約１６０°
Ｆの引火点を有し、カルボキシル含有化合物と反応する。
　一種類以上のこれら炭酸クオット単独、又は対応する炭酸水素クオット（一種又は多種
）及び（又は）金属炭酸塩（一種又は多種）、好ましくは炭酸カリウム塩と一緒にしたも
のは、本発明の防水剤木材防腐剤組成物として配合することができる。
　炭酸クオットの安定性、特に熱安定性は水酸化クオットのそれよりも優れており、これ
ら炭酸クオットを、濃縮及び更に一層の処理を行うための原料中間体として適したものに
している。
　一種類以上のこれら炭酸クオット単独、又は対応する炭酸水素クオット（一種又は多種
）及び（又は）金属炭酸塩（一種又は多種）、好ましくは炭酸カリウム塩と一緒にしたも
のは、金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物として配合することができる。これら
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の組成物は、殺生物に有効な量の少なくとも一種類の炭酸クオット、及び水性溶媒及び非
水性溶媒を含めた適当な溶媒を含有する。溶媒は、水、エタノール水溶液のような水性ア
ルコール、アンモニア水等、又はそれらのいずれかの組合せ（それらに限定されるもので
はない）を含めた水性溶媒であるのが好ましい。
【００２０】
　当業者に知られているように、異なった基体へ適用するため、また異なった用途のため
必要に応じ他の慣用的添加剤を添加してもよいが、金属安定化剤は不必要であり、実際、
基材からのクオットの浸出を防ぐため奨められない。従って、板材、角材等のような木質
基材を、上述の適当な溶媒中に希釈した上記炭酸クオット（一種又は多種）を含み、金属
カップラーを含まない防腐剤組成物で処理することができる。
　基材を処理するのに用いる炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム（一種又は
多種）の量は、殺生物に有効な量であり、即ち、木の腐敗を起こす一種類以上の生物の成
長を阻止し、或は殺し、樹液の汚染を防止し、或はそれらの組合せを行うのに有効な量で
ある。そのような生物には、白色腐食を起こすTramete sviride又はTrametes versicolor
 ；褐色腐食を起こすGoeophyllium trabeum；及び樹液汚染／カビを生ずるAspergillus n
iger が含まれるが、それらに限定されるものではない。
　典型的には、木材防腐剤組成物は、クオットと溶媒とを一緒にしたものを１００重量部
として、約０．１～約５重量部の炭酸クオット（一種又は多種）、約９５～約９９．９重
量部の溶媒からなる。最も好ましくは、本発明の木材防腐剤組成物は、同じ基準で、約１
～約２重量部の炭酸クオット（一種又は多種）と、約９８～約９９重量部の溶媒とからな
る。
　基材の処理は、拭い、浸漬、ブラシ掛け、加圧処理等（それらに限定されるものではな
い）を含めた当業者に知られているどのような方法によって達成してもよい。処理に必要
な時間は、処理条件に従って変化し、その選択は当業者に知られている。
　これらの金属カップラーを含まない防腐剤組成物は、現在工業的に用いられている木材
防腐剤よりも大きな難浸出性を示す。難浸出性は、殺生物に有効な量を保持する性質とし
て定義され、好ましくは少なくとも約２重量％の炭酸クオット（一種又は多種）を少なく
とも１００時間、好ましくは約３５０時間の長期間に亙って基材中に維持することとして
定義する。特定の理論によって束縛されるものではないが、本出願人は、炭酸クオットが
基材の木質マトリックスと反応又は錯体を形成し、それによって基材中に「固定」される
と仮定している。また長鎖炭酸クオット（一種又は多種）及びそのようなクオットを含む
木材防腐剤組成物は、処理された基材の防水性を向上させるものと考えられる。
【００２１】
　或る炭酸クオットは種々の方法によって製造することができるが、本出願人は、種々の
炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アン
モニウム化合物、好ましくは炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム化合物、最
も好ましくは炭酸ジデシルジメチルアンモニウムを製造するのに用いることができる間接
合成法を発見した。
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式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ２は、Ｃ８

～Ｃ２０アルキル基であり；好ましくはＲ１はＲ２と同じであり、Ｒ１はＣ８～Ｃ１２ア
ルキル基であり；Ｒ１４は直鎖Ｃ１～Ｃ４アルキル基であり；Ｍは一価、二価、三価の金
属であり、好ましくは一価金属であり、最も好ましくはアルカリ金属であり；ｍは、Ｍが
一価の時１であり、Ｍが二価の時２であり、Ｍが三価の時３である。
　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級ア
ンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムを出発材料とし
て用い、金属水酸化物と反応させて水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキ
ル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム中間体、好ましく、水酸化ジＣ８～Ｃ１２

アルキル第四級アンモニウム中間体を生成させる。次にその水酸化クオット中間体（一種
又は多種）及び過剰の金属水酸化物を二酸化炭素と反応させ、炭酸クオット（一種又は多
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種）及び金属炭酸塩を生成させる。
　多くの塩化ジＣ８～Ｃ１２第四級アンモニウムは、中間体水酸化クオットを製造するの
に適した反応物であり、上に記載してある。塩化クオット反応物のＲ１及びＲ２置換基の
選択は、水酸化クオット中間体、従って炭酸クオット生成物を決定する。
【００２２】
　金属水酸化物反応物も上に記載した通りである。
　金属塩化物第一工程反応生成物は沈澱し、容易に除去され、即ち濾過等により除去され
、水酸化クオット／溶媒反応生成物を生ずる。もし望むならば、水酸化クオットは乾燥等
によりそれから分離することができる。
　第一反応(XXVI)は、上に記載したように溶媒中で行い、金属水酸化物反応物の量は上に
記載した通りである。
　次に、水酸化クオットと未反応金属水酸化物とを少なくとも化学量論的当量の二酸化炭
素と反応させ、炭酸第四級アンモニウム（一種又は多種）及び、もし未反応金属水酸化物
が存在するならば、金属炭酸塩（一種又は多種）を生ずる。金属水酸化物の金属炭酸塩へ
の転化は、二つの炭酸化の好ましい反応であり、一層迅速に進行する。金属炭酸塩は沈澱
し、容易に分離することができ、即ち濾過等により分離することができ、適当な炭酸クオ
ット（一種又は多種）又は炭酸クオット（一種又は多種）／溶媒反応生成物を残す。
　炭酸化工程は、副生成物として炭酸水素クオット又は炭酸金属クオットも生ずることが
ある。炭酸クオット単独、又は炭酸水素クオット及び（又は）炭酸金属クオットとの組合
せも、本発明の金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物に用いるのに適している。こ
れらの炭酸クオット又は炭酸／炭酸水素／炭酸金属組成物は、木質基材中で安定化するの
に金属カップラーを必要としない。完全に金属を含まない木材防腐剤組成物が好ましい。
しかし、もしその組成物中に炭酸金属クオットが含まれているならば、その金属はカップ
ラーとして現在用いられている金属ではないのが好ましく、最も好ましくはアルカリ金属
であり、環境又は腐食障害又は問題を起こさない。
　これらの炭酸クオットの製造で、成分の混合、添加、及び反応は、当業者に知られた慣
用的手段により達成することができる。どの個々の工程でも反応物又は溶媒の添加順序が
工程に影響を与えることはない。反応物及び（又は）溶媒は、適当な反応容器中で順次又
は同時に添加することができる。例えば、金属水酸化物をアルコールに溶解し、得られた
混合物を塩化クオットに添加してもよく、或は塩化クオットをアルコールに溶解し、金属
水酸化物をその得られた混合物に添加してもよい。
　二酸化炭素は、一般に金属塩化物沈澱物を分離した後、水酸化クオット／溶媒上澄み液
を通して、当業者に知られた適当な期間気泡として通す。別法として、二酸化炭素は固体
ドライアイスとして直接水酸化クオットへ添加してもよい。この時間は周囲温度で約０．
５時間～約１時間の範囲にあるのが典型的である。沈澱した金属炭酸塩は、当分野で知ら
れているように、即ち濾過などにより全て収集する。
【００２３】
　Ｃ．カルボン酸第四級アンモニウム
　どのようなカルボン酸第四級アンモニウムでも本発明で用いるのに適しているが、好ま
しいカルボン酸クオットは、式：
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〔式中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ４は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり；好ましくはＲ３及びＲ４は同じＣ８～Ｃ１２アルキル基で
あり；Ｒ５は置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは、独
立に１、２又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；ｒは０又は１～５０の
整数である。〕
を有する。
　特に、Ｒ３がメチル、Ｃ８アルキル、Ｃ９イソアルキル、Ｃ１０アルキル、Ｃ１２アル
キル、Ｃ１４アルキル、又はベンジル基であり；Ｒ４が、Ｃ１０アルキル、Ｃ１２アルキ
ル、Ｃ１４アルキル、又はＣ１６アルキル基である場合のカルボン酸クオットを挙げるこ
とができる。最も好ましいカルボン酸クオットは、Ｒ３及びＲ４がＣ１０アルキル基であ
り、最も好ましくはｎ－Ｃ１０アルキル基であるカルボン酸ジデシルジメチルアンモニウ
ムである。
　好ましいカルボキシル陰イオンは、飽和又は不飽和モノ－又は、ジ－又はトリ－カルボ
ン酸（それらに限定されるものではない）を含めたポリ－カルボン酸、特にＣ１～Ｃ２０

カルボン酸、又はそれらの無水物から誘導される。Ｒ５は、独立に置換されていてもよく
、特に一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基によって置換されていてもよく、或は断続
されており、特に一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基により断続されていてもよい。
特に、酢酸、グルコン酸、ラウリン酸、蟻酸、プロピオン酸、酪酸、蓚酸、アクリル酸、
酒石酸、安息香酸、オクタン酸等を挙げることができる。更に、カルボキシル基は、一つ
以上の単量体が酸である重合体酸又は共重合体から誘導することができる。ポリ酸の一例
はポリアクリル酸である。共重合体酸の例には、ポリ（エチレン／アクリル酸）のような
オレフィン／カルボン酸重合体が含まれるが、それらに限定されるものではない。
　上述の重合体酸又は共重合体酸を含めたそのような酸は、式：

（式中、Ｒ９、ｌ、ｒ、及びｑは上で定義した通りである。）
を持つものである。重合体又は共重合体カルボン酸の場合、Ｒ９は、

（式中、Ｒ１５及びＲ１６は、独立に、上記Ｃ１～Ｃ１００基のように置換又は非置換、
断続又は非断続基であり、ｓ及びｔは、独立に１～１００の整数である。）
を与える

として表すことができる。好ましくは、
Ｒ５、Ｒ１５、及びＲ１６は、独立にアルキル又はアルケニル基である。
　これらのカルボン酸クオットは金属を含まない木材防腐剤組成物として配合することが
できる。これらの組成物は、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のカルボン酸クオット
、及び水性溶媒及び非水性溶媒を含めた適当な溶媒を含有する。溶媒は、水、エチルアル
コールのような水性アルコール、アンモニア水、水性酢酸等、又はそれらのいずれかの組
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合せ（それらに限定されるものではない）を含めた水性溶媒であるのが好ましい。
【００２４】
　当業者に知られているように、異なった基体へ適用するため、また異なった用途のため
に必要に応じ他の慣用的添加剤をこれらの組成物に添加してもよいが、金属安定化剤は不
必要であり、実際、基材からのクオットの浸出を防ぐため奨められない。従って、板材、
角材等のような木質基材を、上述の適当な溶媒中に希釈した上記カルボン酸及び（又は）
硼酸クオット（一種又は多種）を含み、金属を含まない防腐剤組成物で処理することがで
きる。
　基材を処理するのに用いるカルボン酸第四級アンモニウム（一種又は多種）の量は、殺
生物に有効な量であり、即ち、木の腐敗を起こす一種類以上の生物の成長を阻止し、或は
殺し、樹液の汚染を防止し、或はそれらの組合せを行うのに有効な量である。そのような
生物には、白色腐食を起こすTrametes viride 又はTrametes versicolor ；褐色腐食を起
こすGoeophyllium trabeum；及び樹液汚染／カビを生ずるAspergillus niger が含まれる
が、それらに限定されるものではない。
　典型的には、木材防腐剤組成物は、クオット（一種又は多種）と溶媒とを一緒にしたも
のを１００重量部として、約０．１～約５重量部のカルボン酸クオット（一種又は多種）
、及び約９５～約９９．９重量部の溶媒からなる。最も好ましくは、本発明の木材防腐剤
組成物は、同じ基準で、約１～約２重量部のカルボン酸クオットと、約９８～約９９重量
部の溶媒とからなる。
　基材の処理は、拭い、浸漬、ブラシ掛け、加圧処理等（それらに限定されるものではな
い）を含めた当業者に知られているどのような方法によって達成してもよい。処理に必要
な時間は、処理条件に従って変化し、その選択は当業者に知られている。
　これらの金属を含まない木材防腐剤組成物は、現在工業的に用いられている木材防腐剤
よりも大きな難浸出性を示す。難浸出性は、殺生物に有効な量を保持する性質として定義
され、好ましくは少なくとも約２重量％のカルボン酸クオット（一種又は多種）を、少な
くとも１００時間、好ましくは約３５０時間の長期間に亙って基材中に維持することとし
て定義する。特定の理論によって束縛されるものではないが、本出願人は次のように仮定
している。カルボン酸クオット（一種又は多種）が、慣用的木材防腐剤程迅速に木材の外
側に吸収されるのではないが、木材を一層完全に且つ均一に処理することを可能にする。
それらは木材に直接結合するか、又はクオットを固定するのを助ける水素結合によって木
材に結合することもできる。陰イオンの不飽和は酸化及び（又は）重合反応が起きるのを
可能にし、クオットを固定するのを可能にする。また、長鎖カルボン酸クオット（一種又
は多種）及びそのようなクオットを含む木材防腐剤組成物は、処理された基材の防水性を
向上させるものと考えられる。
【００２５】
　カルボン酸クオットは種々の方法によって製造することができるが、それらは間接合成
、直接合成、又は水酸化クオット／酸合成法により製造するのが好ましい。
　間接合成を下に例示する。
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式中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ４は、Ｃ８

～Ｃ２０アルキル基であり；好ましくはＲ３はＲ４と同じであり、Ｒ４はＣ８～Ｃ１２ア
ルキル基であり；Ｒ５は直鎖Ｃ１～Ｃ４アルキル基であり；Ｒ９は上で説明したように置
換又は非置換、上で説明したように断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは
独立に１、２、又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；Ｍは一価、二価、
三価の金属であり、好ましくは一価金属であり、最も好ましくはアルカリ金属であり；ｒ
は０又は１～５０の整数であり；ｍは、Ｍが一価の時１であり、Ｍが二価の時２であり、
Ｍが三価の時３である。
　カルボン酸クオットは炭酸クオット中間体を経て製造される。
　上述のように、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０ア
ルキル第四級アンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム
を出発材料として用い、金属水酸化物と反応させて水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリ
ール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム中間体、好ましくは水酸化
ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム中間体を生成させる。次にその水酸化クオッ
ト中間体（一種又は多種）及び過剰の金属水酸化物を二酸化炭素と反応させ、炭酸クオッ
ト（一種又は多種）及び金属炭酸塩（一種又は多種）を、上述のように生成させる。次に
その炭酸クオット第二中間体（一種又は多種）を少なくとも一種類のカルボン酸と反応さ
せ、カルボン酸クオット（一種又は多種）を生成させる。塩化クオット反応物のＣ８～Ｃ

１２アルキル置換基の選択は、水酸化クオット第一中間体、従って炭酸クオット第二中間
体、最終的にカルボン酸クオット生成物の陽イオン成分を決定する。
　金属水酸化物反応物は上に記載されている。水酸化クオットの製造は上で記載したよう
に溶媒中で行うのが好ましく、金属水酸化物反応物の量は上に記載されている。
【００２６】
　次に水酸化クオット及び未反応金属水酸化物を、上に詳述したように、二酸化炭素と反
応させて炭酸第四級アンモニウム（一種又は多種）を生成させる。炭酸化工程は、副生成
物として炭酸水素クオット（一種又は多種）又は炭酸金属クオット（一種又は多種）も生
ずることがある。
　次に炭酸クオット第二中間体（一種又は多種）を、少なくとも化学量論的量のカルボン
酸（一種又は多種）と反応させ、カルボン酸クオット（一種又は多種）を生成させる。
　反応(XXXIII)中のカルボン酸（一種又は多種）は、数分の短い時間で添加するのが典型
的であり、反応は概して迅速である。カルボン酸クオット（一種又は多種）は、この工程
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中の二酸化炭素発生が完了した後、濾過又は蒸発により分離又は濃縮することができる。
　間接合成では、炭酸よりも小さなｐＫａ、即ち６．４より小さいｐＫａを有する酸、例
えば、カルボン酸、燐酸、スルホン酸等を炭酸クオットと反応させ、二酸化炭素と置換さ
せることができる。
　アンモニアを添加すると、炭酸クオットと酸との反応(XXXIII)を遅延する。例えば、も
しポリ酸と炭酸クオットとの混合物にアンモニアを添加すると、その酸・炭酸クオット反
応が遅延する。しかし、アンモニアを徐々に蒸発させると、炭酸ガス遊離反応が進行し、
木材に固定（不溶化）された化合物を生ずる。同様に、ポリ酸と酢酸との系は、酢酸を蒸
発させると不溶性のポリ酸クオットを生ずる。
【００２７】
　別法として、炭酸クオットは直接合成法により製造することもできる。カルボン酸の金
属塩は、塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第
四級アンモニウム、好ましくは塩化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムと二重置
換反応により反応し、カルボン酸クオットと金属塩化物塩を生ずる。

式中、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｍ、ｌ、ｑ、及びｒは上で定義した通りである。
　金属カルボン酸塩はカルボン酸から誘導される。カルボン酸は上に記載し、詳述されて
いる。金属は一価、二価、又は三価の金属であり、一価金属であるのが好ましく、最も好
ましくはアルカリ金属である。特にカリウム及びナトリウムを挙げることができる。
　反応(XXXIV）は、そのまま、又はエタノール、酢酸、プロピオン酸（それらに限定され
るものではない）を含めた多くの溶媒中で行うことができる。好ましくは溶媒は、上述の
ように、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからなる。収率は選択した溶媒及び反応条件に依存し
、それらはこの詳細な説明に従って当業者により常套的実験により決定することができる
。
　塩化クオット出発材料は上述のように選択され、この場合もその選択により、形成され
るカルボン酸クオットの陽イオンが決定される。
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【００２８】
　最後にカルボン酸クオット（一種又は多種）を製造するための第三の方法は、水酸化ク
オット（一種又は多種）をカルボン酸（一種又は多種）と反応させることを含む。

式中、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、ｌ、１、及びｒは上で定義した通りである。
　水酸化クオット（一種又は多種）、カルボン酸（一種又は多種）、及びカルボン酸クオ
ット（一種又は多種）は上に記載した通りである。
　直接、間接、又は水酸化クオット／酸法のいずれにおいても、混合、添加、及び反応は
、当業者に知られた慣用的手段により行うことができる。いずれの個々の工程でも反応物
又は溶媒の添加順序は方法に影響を与えない。
【００２９】
　Ｄ．硼酸第四級アンモニウム
　どのような硼酸第四級アンモニウムでも本発明で用いるのに適しているが、好ましい硼
酸クオットは、式：

（式中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ４は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり；好ましくはＲ３及びＲ４は同じＣ８～Ｃ１２アルキル基で
あり；ａは２又は３であり、ａが２の時、ｂは０又は１であり、ａが３の時ｂは０、１、
又は２である。）
を有する。
　特に、Ｒ３がメチル、Ｃ８アルキル、Ｃ９イソアルキル、Ｃ１０アルキル、Ｃ１２アル
キル、Ｃ１４アルキル又はベンジル基であり；Ｒ４が、Ｃ１０アルキル、Ｃ１２アルキル
、Ｃ１４アルキル、又はＣ１６アルキル基である場合の硼酸クオットを挙げることができ
る。最も好ましい硼酸クオットは、Ｒ３及びＲ４がＣ１０アルキル基であり、最も好まし
くはｎ－Ｃ１０アルキル基である硼酸ジデシルジメチルアンモニウムである。
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　これらの硼酸クオットは金属を含まない木材防腐剤組成物として配合することができる
。これらの組成物は、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のカルボン酸クオット、及び
水性溶媒及び非水性溶媒を含めた適当な溶媒を含有する。溶媒は、水、エチルアルコール
のような水性アルコール、アンモニア水、水性酢酸等、又はそれらのいずれかの組合せ（
それらに限定されるものではない）を含めた水性溶媒であるのが好ましい。
　当業者に知られているように、異なった基体へ適用するため、また異なった用途のため
必要に応じ他の慣用的添加剤をこれらの組成物に添加してもよいが、金属安定化剤は不必
要であり、実際、基材からのクオットの浸出を防ぐため奨められない。従って、板材、角
材等のような木質基材を、上述の適当な溶媒中に希釈した上記硼酸クオット（一種又は多
種）を含み、金属を含まない防腐剤組成物で処理することができる。
　基材を処理するのに用いる硼酸第四級アンモニウム（一種又は多種）の量は、殺生物に
有効な量であり、即ち、木の腐敗を起こす一種類以上の生物の成長を阻止し、或は殺し、
樹液の汚染を防止し、或はそれらの組合せを行うのに有効な量である。そのような生物に
は、白色腐食を起こすTrametes viride 又はTrametes versicolor ；褐色腐食を起こすGo
eophyllium trabeum；及び樹液汚染／カビを生ずるAspergillus niger が含まれるが、そ
れらに限定されるものではない。
【００３０】
　典型的には、木材防腐剤組成物は、クオット（一種又は多種）と溶媒とを一緒にしたも
のを１００重量部として、約０．１～約５重量部の硼酸クオット（一種又は多種）、及び
約９５～約９９．９重量部の溶媒からなる。最も好ましくは、本発明の木材防腐剤組成物
は、同じ基準で、約１～約２重量部の硼酸クオット（一種又は多種）と、約９８～約９９
重量部の溶媒とからなる。
　基材の処理は、拭い、浸漬、ブラシ掛け、加圧処理等（それらに限定されるものではな
い）を含めた当業者に知られているどのような方法によって達成してもよい。処理に必要
な時間は、処理条件に従って変化し、その選択は当業者に知られている。
　これらの金属を含まない木材防腐剤組成物は、現在工業的に用いられている木材防腐剤
よりも大きな難浸出性を示す。難浸出性は、殺生物に有効な量を保持する性質として定義
され、好ましくは少なくとも約２重量％の硼酸クオット（一種又は多種）を少なくとも１
００時間、好ましくは約３５０時間の長期間に亙って基材中に維持することとして定義す
る。特定の理論によって束縛されるものではないが、本出願人は次のように仮定している
。硼酸クオット（一種又は多種）が、慣用的木材防腐剤程迅速に木材の外側に吸収される
のではないが、木材を一層完全に且つ均一に処理することを可能にする。それらは木材に
直接結合するか、又はクオットを固定するのを助ける水素結合によって木材に結合するこ
ともできる。陰イオンの不飽和は、酸化及び（又は）重合反応が起きるのを可能にし、ク
オットを固定するのを可能にする。また、長鎖カルボン酸クオット（一種又は多種）及び
そのようなクオットを含む木材防腐剤組成物は、処理された基材の防水性を向上させるも
のと考えられる。
　典型的には、硼酸クオット（一種又は多種）の製造は、水酸化クオット（一種又は多種
）と硼酸とを反応させることを含む。
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式中、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、ａ、及びｂは上で定義した通りである。
　水酸化クオット／酸法での成分の混合、添加、及び反応は、当業者に知られた慣用的手
段により行うことができる。反応物の添加順序は方法に影響を与えない。
【００３１】
　Ｉ．防水剤
　本発明のポリヒドロキシル又はポリエーテルヒドロキシル脂肪酸エステル又はポリエー
テルヒドロキシド防水剤は、水性及び有機溶媒系の両方に可溶性である。更に、それらは
、ここに記載した水溶性クオットを、水性又は有機系に対しても同様に有用なものにして
いる。このことは、これらクオット単独、即ち本発明の防水剤を用いない場合のそれらク
オットが有機溶媒、エマルジョン、又は分散物に比較的不溶性であること、即ち、それら
が有機溶媒中にある時には木材を防腐するのに一般に有用ではないことにも拘わらず起き
る。
　本発明の防水剤は、式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｒ及びＲ７は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ９～
Ｃ５０基であり；
　　　　Ｒ６は、水素又はメチル基であり；
　　　　ｎは、１～１０の整数である。）
の組成物を含む。
　飽和Ｃ９～Ｃ５０基には、Ｃ９～Ｃ５０直鎖、分岐鎖、又はシクロアルキル基が含まれ
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る。不飽和Ｃ９～Ｃ５０基には、非環式基（直鎖又は分岐鎖を含む）、環式基、又はそれ
らの組合せを含む一つ以上の二重結合又は三重結合又はそれらの組合せを有する基が含ま
れる。組合せとしては、不飽和は、環式部分、非環式部分、又はそれらの両方に存在して
いてもよい。置換Ｒ又はＲ２基は、一つ以上の飽和又は不飽和炭素基で置換されていても
よく、但しＲ又はＲ７基中の全炭素数は９～５０の範囲であるとする。これらの置換基は
、直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和非環式基で置換された環式Ｒ又はＲ７基、及び飽和又
は不飽和環式基で置換された非環式Ｒ又はＲ７基を与えることになることがある。置換Ｒ
又はＲ７基は、別法として、又は更に、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基で置換さ
れていてもよい。断続基は、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基によって中断されて
いる。
　特に、
　（Ａ）　Ｘが水素であり、ＲがＣ１７アルキル基であり、Ｒ６がメチル基であり、ｎが
１である場合のプロピレングリコールモノステアレート；
　（Ｂ）　Ｘが

であり、Ｒ及びＲ７が、夫々Ｃ１７アルキル基であり、
Ｒ６が水素であり、ｎが８である場合のポリエチレングリコールジステアレート（ＰＥＧ
４００－ＤＳ）；及び
　（Ｃ）　Ｘが水素であり、ＲがＣ１７アルキル基であり、Ｒ６が水素であり、ｎが１で
ある場合のグリコールモノステアレート；
を挙げることができる。
【００３２】
　防水剤は、式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｙは、置換又は非置換

　　　　　　置換又は非置換
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又はその鏡像異性体、又は置換又は非置換

又はその鏡像異性体
であり、
　　　　Ｒ８、Ｒ９、及びＲ１０は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は
非断続Ｃ９～Ｃ５０基であり；
　　　　ｗは１～１０の整数であり；そして
　　　　ｘ及びｙは、０、１、又は２である。）
の組成物を含む。
　Ｙ基は、Ｙ基中の炭素数が３～１２の範囲であると言う条件下で、一つ以上のＣ１～Ｃ

９基、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基又はそれらの組合せで置換されていてもよ
く、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基で中断されていてもよい。
【００３３】
　飽和Ｃ９～Ｃ５０基には、Ｃ９～Ｃ５０直鎖、分岐鎖、又はシクロアルキル基が含まれ
る。不飽和Ｃ９～Ｃ５０基には、非環式基（直鎖又は分岐鎖を含む）、環式基、又はそれ
らの不飽和基の組合せを含む一つ以上の二重結合又は三重結合又はそれらの組合せを有す
る基が含まれる。組合せとしては、不飽和は、環式部分、非環式部分、又はそれらの両方
に存在していてもよい。置換Ｒ３、Ｒ４、又はＲ５基は、一つ以上の飽和又は不飽和炭素
基で置換されていてもよく、但し、Ｒ８、Ｒ９、又はＲ１０基中の全炭素数は９～５０の
範囲にあるとする。これらの置換基は、直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和基で置換された
環式Ｒ８、Ｒ９、又はＲ１０基、及び飽和又は不飽和環式基で置換された非環式Ｒ３、Ｒ
４、又はＲ５基を与えることになることがある。置換Ｒ８、Ｒ９、又はＲ１０基は、別法
として、又は更に、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基で置換されていてもよい。断
続基は、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基によって中断されている。
　特に、
　（Ａ）　Ｙが、
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であり、Ｘが水素であり、Ｒ８がＣ１７アルキル基であり、ｎが１である場合のグリセロ
ールモノステアレート；
　（Ｂ）　Ｙが、

であり、Ｘが水素であり、
Ｒ８がＣ１１アルキル基であり、ｎが１である場合のグリセロールモノラウレート；及び
　（Ｃ）　環式ポリヒドロキシドで、
　　　（１）　Ｙが、

又はその鏡像異性体であり、Ｘが水素であり、Ｒ８がＣ１７アルキル基であり、ｘが２で
ある場合のソルビタンモノステアレート、又は
　　　（２）　Ｙが、

又はその鏡像異性体であり、
　　　　Ｘが

であり、
　　　　Ｒ８、Ｒ９、及びＲ１０が、夫々Ｃ１７アルキル基であり、ｙが１である場合の
ソルビタントリステアレート、
のような環式ポリヒドロキシド、
を挙げることができる。
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【００３４】
　本発明の防水剤も、式：

（式中、Ｒ１１は、飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ６～Ｃ３０基で
あり、ｐは１～３０の整数である。）
の組成物を含む。
　飽和Ｃ６～Ｃ３０基には、Ｃ６～Ｃ３０直鎖、分岐鎖、又はシクロアルキル基が含まれ
る。不飽和Ｃ６～Ｃ３０基には、非環式基（直鎖又は分岐鎖を含む）、環式基、又はそれ
らの不飽和基の組合せを含む一つ以上の二重結合又は三重結合又はそれらの組合せを有す
る基が含まれる。組合せとしては、不飽和は、環式部分、非環式部分、又はそれらの両方
に存在していてもよい。置換Ｒ１１基は、一つ以上の飽和又は不飽和炭素基で置換されて
いてもよく、但しＲ１１基中の全炭素数は６～３０の範囲にあるものとする。これらの置
換基は、直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和非環式基で置換された環式Ｒ１１基、及び飽和
又は不飽和環式基で置換された非環式Ｒ６基を与えることになることがある。置換Ｒ６基
は、別法として、又は更に、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基で置換されていても
よい。断続基は、一つ以上の酸素又は硼素原子又は硫酸基によって中断されている。
　特に、Ｒ６がｐ－ノニルフェニル又はＣ１８アルキルであり、ｐが４である場合の組成
物を挙げることができる。
　上記防水剤のいずれの組合せも本発明の目的とするものである。
　これらの防水剤は、湿潤条件下で基材からクオット分子が移動するのを防止する。更に
、表面腐食問題がクオットの水保持性に関連している場合、防水剤は水を排除するか、又
は水が入るのを防ぐ。
【００３５】
　III.　溶媒
　本発明の防水剤、及び防水性防腐剤組成物は、水性及び非水性溶媒を含めた適当な溶媒
を含む。溶媒は、水、水性アルコール、アンモニア水、水性酢酸等、又はそれらの組合せ
（それらに限定されるものではない）を含めた水性溶媒であるのが好ましい。有機溶媒も
用いることができる。これらには、ミネラルスピリット系溶媒等が含まれるが、それらに
限定されるものではない。
【００３６】
　IV．防水剤組成物及び基材の処理
　本発明の防水剤組成物で用いられる防水剤の量は、防水性を向上させる量、即ち、それ
で処理される基材に耐水性を付与するか又はそれを増大するのに有効な量である。
　典型的には、防水剤組成物は、防水剤と溶媒とを一緒にしたものを１００重量部として
、約０．１～約２０重量部の防水剤及び約８０～約９９．９重量部の溶媒からなる。本発
明の防水剤組成物は、同じ基準に基づいて、約０．２～約５重量部の防水剤及び約９５～
約９９．８重量部の溶媒からなるのが好ましい。
　本発明の防腐剤組成物の成分は、当業者に知られた慣用的手段により混合する。当業者
に知られているように、異なった基材へ適用するため、また異なった用途のため必要に応
じ他の慣用的添加剤を添加してもよい。板材、角材等のような木質基材をこれらの組成物
で処理することができる、基材の処理は、拭い、浸漬、ブラシ掛け、加圧処理等（それら
に限定されるものではない）を含めた当業者に知られているどのような方法によって達成
してもよい。処理に必要な時間は、処理条件に従って変化し、その選択は当業者に知られ
ている。
【００３７】
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　IV．防水剤木材防腐剤組成物及び基材の処理
　本発明の防水剤木材防腐剤組成物で用いられる防水剤の量は、防水性及び相容性を向上
させる量、即ち、防水剤木材防腐剤組成物及び（又は）クオットの耐水性、難浸出性、及
び（又は）形状安定性を付与又は増大し、本発明のクオットと溶媒との相容性を向上させ
るのに有効な量である。
　第四級アンモニウム組成物（一種又は多種）の量は、殺生物に有効な量であり、即ち、
木の腐敗を起こす一種類以上の生物の成長を阻止し、或は殺し、樹液の汚染を防止し、或
はそれらの組合せを行うのに有効な量である。そのような生物には、白色腐食を起こすTr
ametes viride 又はTrametes versicolor ；褐色腐食を起こすGoeophyllium trabeum；及
び樹液汚染／カビを生ずるAspergillus niger が含まれるが、それらに限定されるもので
はない。
　典型的には、防水剤木材防腐剤組成物は、クオットと防水剤と溶媒とを一緒にしたもの
を１００重量部として、約０．１～約１５重量部の防水剤（一種又は多種）、約０．１～
約１０重量％のクオット（一種又は多種）、及び約９９．８～約７５重量部の溶媒からな
る。好ましくは、本発明の防水剤木材防腐剤組成物は、同じ基準で、約０．５～約６重量
部のクオット（一種又は多種）、約０．５～約８．５重量部の防水剤（一種又は多種）、
及び約９６～約８５．５重量部の溶媒からなる。
　本発明の防水剤木材防腐剤組成物の成分は、好ましくはエマルジョンを形成する当業者
に知られた慣用的手段により混合する。防腐剤及びクオットは一緒に溶融するのが好まし
い。次にその溶融物を撹拌し、暖かい水（約４０～５０℃）を撹拌しながら添加し、エマ
ルジョン又は溶液を形成する。このやり方で製造されたエマルジョンは、少なくとも１年
の期間安定である。
　乳化剤（それに限定されるものではない）を含めた他の慣用的添加剤を、当業者に知ら
れているように、異なった基材へ適用するため、また異なった用途のため必要に応じ添加
してもよいが、金属安定化剤は不必要であり、実際、基材からのクオットの浸出を防ぐた
め奨められない。従って、板材、角材等のような木質基材を、これらの組成物で処理する
ことができる。
　基材の処理は、拭い、浸漬、ブラシ掛け、加圧処理等（それらに限定されるものではな
い）を含めた当業者に知られているどのような方法によって達成してもよい。処理に必要
な時間は、処理条件に従って変化し、その選択は当業者に知られている。
　本発明の防水剤木材防腐剤組成物は、膨潤指数で表して、現在工業的に用いられている
木材防腐剤よりも大きな難浸出性及び一層大きな防水性を示す。難浸出性は、殺生物に有
効な量を保持する性質として定義され、好ましくは少なくとも約２重量％のクオットを少
なくとも１００時間、好ましくは約３５０時間の長期間に亙って基材中に維持することと
して定義する。正の膨潤指数は或は防水能力を持つことを示しているが、約５０より大き
な膨潤指数は、顕著な防水性を示している。
【００３８】
　〔好ましい態様についての記述〕
　次の実施例は本発明を例示するものであり、本発明を限定するものではない。全ての部
及び％は、別に指示しない限り、重量による。
　第四級化合物は、ラウリル硫酸ナトリウム及び指示薬を用いた二相滴定により定量する
。混合物はｐＨ１０へ緩衝させた。
　膨潤指数は、

として計算した。
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【００３９】
　水酸化クオットの製造
　実施例１－化学量論的量の金属水酸化物
　８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウムを２０％のエタノール水中に入れたもの１
８０ｇ（ＤＤＡＣ、１４４ｇ）（０．４モル）、無水変性エタノール（メタノール／イソ
プロパノールで変性）１８０ml、及び８５％の水酸化カリウムペレット２６ｇ（ＫＯＨ、
２２．１ｇ）（０．４モル）を、加熱用マントル及び磁気撹拌器を具えた、窒素でパージ
したフラスコ中で混合した。混合物を撹拌し、６０～７０℃で３時間加熱した。次に混合
物を室温へ冷却し、最後に０℃に少なくとも１時間冷却した。
　塩化カリウムが沈澱し、その沈澱物を真空濾過器で収集した。固体を冷エタノールで洗
浄し、次に乾燥し、３０ｇの乾燥塩化カリウムを生成させた。クオット溶液を真空中で活
性塩基約７５％まで濃縮した。
　１３８ｇの水酸化ジデシルジメチルアンモニウムを含む生成物１８０ｇが得られた。
【００４０】
　実施例２
　実施例１の手順を繰り返したが、但し混合物を機械的に５０℃で１時間撹拌した。塩化
カリウムが沈澱し、その沈澱物を真空濾過器で収集した。固体を冷エタノールで洗浄し、
次に乾燥し、３０ｇの乾燥塩化カリウムを生成させた。
　１３８ｇの水酸化ジデシルジメチルアンモニウムを含む生成物１８０ｇが得られた。
【００４１】
　実施例３
　２０％エタノール／水中に入れた８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウム、０．０
２２モル（ＤＤＡＣ、８ｇ）を１０mlのエタノール中に溶解したものに、８５％水酸化カ
リウムペレット、０．０２２モル（ＫＯＨ、１．２３ｇ）を添加した。得られた混合物を
撹拌し、７０℃へ加熱し、この温度に１／２時間保持した。ペレットが溶解し、微細な沈
澱物が形成された。次にその混合物を冷却し、０℃に急冷した。沈澱した固体を濾過器で
収集し、冷エタノールを洗浄した。濾液を濃縮し、僅かにアミン臭を持つ黄／オレンジ色
の油が得られた。
　結果を表１に要約する。
【００４２】
　比較例３Ａ
　エタノールの代わりにイソプロパノールを用いて、実施例３の手順を繰り返した。
　結果を表１に示す。
【００４３】
　実施例４
　２０％のエタノール／水中に入れた８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウム、０．
０２２モル（ＤＤＡＣ、８ｇ）を１０mlのエタノール中に溶解したものに、８５％水酸化
カリウムペレット、０．０２２モル（ＫＯＨ、１．２３ｇ）を添加した。得られた混合物
を撹拌し、８０℃へ加熱し、この温度で１時間保持した。ペレットが溶解し、微細な沈澱
物が形成された。次にその混合物を冷却し、０℃に急冷した。沈澱した固体を濾過器で収
集し、冷エタノールを洗浄した。濾液を濃縮し、僅かにアミン臭を持つ黄／オレンジ色の
油を得た。
　結果を表１に示す。
【００４４】
　実施例５
　水酸化カリウムの代わりに水酸化ナトリウムを用いて、実施例３の手順を繰り返した。
　結果を表１に示す。
【００４５】
　比較例５Ａ
　水酸化カリウムの代わりに水酸化ナトリウムを用いて、比較例３の手順を繰り返した。
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　結果を表１に示す。
【００４６】
　実施例６
　水酸化カリウムの代わりに水酸化ナトリウムを用いて、実施例４の手順を繰り返した。
　結果を表１に示す。

　比較例３Ａ及び５Ａと比較すると、実施例３～６は、直鎖Ｃ１～Ｃ４アルコールを反応
媒体として用いることにより、塩化クオットの水酸化クオットへの転化率が増大すること
を示している。更に、実施例３及び４と、実施例５及び６とを比較すると、好ましい金属
水酸化物である水酸化カリウムを用いることにより転化率が増大することが分かる。
【００４７】
　化学量論的に過剰の金属水酸化物
　実施例７
　加熱用マントル及び磁気撹拌棒を具えた反応器を窒素でパージし、２０％のエタノール
／水中に入れた８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウム、０．４モル（ＤＤＡＣ、１
４４ｇ）、１８０mlのエタノール、及び８５％水酸化カリウムペレット、０．４９モル（
ＫＯＨ、２７．５ｇ）を導入した。混合物を６０～７０℃に３時間加熱し、室温へ冷却し
、次に０℃に約１時間冷却し、塩化カリウムを沈澱させた。沈澱物を真空濾過器で収集し
、固体を冷エタノールで洗浄した。塩化カリウムの収量は３０．８ｇであった。
　水酸化クオット及び０．０９モルの過剰の水酸化カリウムを含む上澄み溶液を２ｇ（０
．０４５モル）の二酸化炭素ガス（ドライアイスから）と一緒に撹拌した。混合物を１時
間低温に保ち、次に真空濾過し、７．２ｇ（理論的には６．２ｇ）の炭酸カリウムを除去
した。
　水酸化クオットへの転化率は、９９％であることが決定された。
【００４８】
　木材基材の処理
　実施例８
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで水酸化ジデシルジメチ
ルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を、次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第１Ａ図及び第１Ｂ図に示す。
【００４９】
　比較例８Ａ
　水酸化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに塩化ジデシルジメチルアンモニウムを
用いて、実施例８の手順を繰り返した。
　結果を第１Ａ図及び第１Ｂ図に示す。
　第１Ａ図及び第１Ｂ図は、水酸化クオットが長い期間に亙って浸出しにくかったのに対
し、塩化クオットは比較的短い期間で１％以下の水準まで浸出したことを示している。
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【００５０】
　実施例９
　ポンデローサ(ponderosa）松の１０″×０．５″×０．７５″片を平衡状態にし、秤量
し、６０℃に２時間加熱した。その木材を２％の塩化ジデシルジメチルアンモニウム水溶
液を処理溶液として、その溶液中で６０℃～８０℃で１時間加熱し、冷却し、一晩放置し
、次に２回目の加温から冷却する工程にかけることにより処理した。試料を一定重量まで
乾燥させ、出発重量と最終重量とを比較することにより吸収量を決定した。
　次に試料を６０℃で２時間加熱し、加温処理した試料の重量を、処理前の過度に乾燥し
た棒と比較した。
　結果を表２に示す。
【００５１】
　比較例９Ａ
　処理溶媒から水酸化ジデシルジメチルアンモニウムを除いて、実施例９の手順を繰り返
した。
　結果を表３に例示する。
【００５２】
　比較例９Ｂ
　水酸化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに塩化ジデシルジメチルアンモニウムを
用いて、実施例９の手順を繰り返した。
　結果を表２に示す。

　比較例９Ａ及び９Ｂと夫々比較すると、実施例９は本発明により製造された水酸化クオ
ットの木材基材に適用される能力を例示している。水酸化クオットは水中で塩化クオット
よりも一層よく吸収され、アンモニア／水中で当分野で許容されている塩化クオットと同
様に吸収される。しかし、水酸化クオットは木材基材の処理で金属カップリング剤を用い
ずに使用することができる。
【００５３】
　実施例１０
　一つの木材片を、実施例９の手順に従い処理した。次にその木材片を室温で水中に２４
時間浸漬し、一定重量まで乾燥し、秤量してどのくらい多くの化学物質が残留するかを決
定した。その木材片を更に９６時間（合計１２０時間）浸漬し、一定重量まで乾燥し、秤
量して処理された木材からのクオットの浸出性を決定した。この期間中、水は数回代えた
。
　結果を表３に示す。
【００５４】
　比較例１０Ａ
　木材片を、比較例９Ａの手順に従い処理した。次にその木材片を実施例１０の手順に従
い浸漬した。
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　結果を表３に示す。
【００５５】
　比較例１０Ｂ
　木材片を、比較例９Ｂの手順に従い処理した。次にその木材片を実施例１０の手順に従
い浸漬した。
　結果を表３に示す。

　比較例１０Ａ及び１０Ｂと比較すると、実施例１０は、本発明により製造された水酸化
クオットが、慣用的塩化クオットよりも、特に金属安定化剤が存在しない場合に、改良さ
れた保持性を有することを示している。
【００５６】
　炭酸クオットの製造
　実施例１１
　８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウムを２０％のエタノール水中に入れたもの１
８０ｇ（ＤＤＡＣ、１４４ｇ）（０．４モル）、１８０mlの無水変性エタノール（メタノ
ール／イソプロパノールで変性）、及び８５％の水酸化カリウムペレット３２ｇ（ＫＯＨ
、２７ｇ）（０．４９モル）を、加熱用マントル及び磁気撹拌器を具えた、窒素でパージ
したフラスコ中で混合した。混合物を撹拌し、６０～７０℃で３時間加熱した。次に混合
物を室温へ冷却し、最後に５℃へ冷却した。
　塩化カリウムが沈澱し、その沈澱物を真空濾過器で収集した。固体を冷エタノールで洗
浄し、次に乾燥し、３１ｇの乾燥塩化カリウムを生成した（計算収量、２９．６ｇ）。
　約０．０９モルの未反応ＫＯＨを含有する水酸化クオットのエタノール性溶液を、５０
ｇの二酸化炭素（昇華二酸化炭素から）を半時間に亙り気泡として通しながら撹拌した。
次に得られた混合物を濾過し、７．２ｇの炭酸カリウム（計算値６．２ｇ）を除去し、濾
液を濃縮して、水／エタノール中に８０～８５％の炭酸クオット及び０．１％未満の塩化
クオットを含み、９８～９９％の交換クオット純度の生成物を有するオレンジ／褐色の液
体を生成させた。
【００５７】
　実施例１２
　８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウムを２０％のエタノール水中に入れたもの１
８０ｇ（ＤＤＡＣ、１４４ｇ）（０．４モル）、１８０mlの無水変性エタノール（メタノ
ール／イソプロパノールで変性）、及び８５％の水酸化カリウムペレット３２ｇ（ＫＯＨ
、２７ｇ）（０．４９モル）を、加熱用マントル及び磁気撹拌器を具えた、窒素でパージ
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したフラスコ中で混合した。混合物を５０℃に加熱し、１時間撹拌した。
　塩化カリウムが沈澱し、その沈澱物を真空濾過器で収集した。固体を冷エタノールで洗
浄し、次に乾燥し、３１ｇ（計算収量、２９．６ｇ）の乾燥塩化カリウムを生成した。
　約０．０９モルの未反応ＫＯＨを含有する水酸化クオットのエタノール性溶液を、５０
ｇの二酸化炭素（昇華二酸化炭素から）を半時間に亙り気泡として通しながら撹拌した。
次に得られた混合物を濾過し、濾液を濃縮して、オレンジ／褐色の液体を生成させた。収
率は実施例１１の場合と同じであった。
【００５８】
　木材基材の処理
　実施例１３
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで炭酸ジデシルジメチル
アンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第１Ａ図及び第１Ｂ図に示す。
【００５９】
　比較例１３Ａ
　炭酸ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに塩化ジデシルジメチルアンモニウムを用
いて、実施例１３の手順を繰り返した。
　結果を第２Ａ図及び第２Ｂ図に示す。
　第２Ａ図及び第２Ｂ図は、炭酸クオットが長期間に亙り浸出しにくかったのに対し、塩
化クオットは比較的短期間で１％以下の水準まで浸出したことを示している。
　実施例１４及び１５、及び比較例１４Ａ、１４Ｂ、１５Ａ及び１５Ｂ
　ポンデローサ松の１０″×０．５″×０．７５″片を平衡状態にし、秤量し、６０℃で
２時間加熱した。その木材を、水溶媒に入れた２％の炭酸ジデシルジメチルアンモニウム
処理溶液で、その溶液中で６０℃～８０℃で１時間加熱し、冷却し、一晩放置し、次に２
回目の加温から冷却する工程にかけることにより処理した。試料を一定重量まで乾燥させ
、出発重量と最終重量とを比較することにより吸収量を決定した。
　次に試料を６０℃で２時間加熱し、加温処理した試料の重量を、処理前の過度に乾燥し
た棒と比較した。
　炭酸クオットを除くか、塩化クオットを代わりに用いるか、又は３％アンモニア水溶媒
中に１％のクオットを入れたものを用いて、更に別の試料を調製した。
　配合物及び結果を表４に示す。

【００６０】
　比較例１４Ａ、１４Ｂ、１５Ａ、及び１５Ｂと夫々比較すると、実施例１４及び１５は
本発明の炭酸クオットの木材基材に適用される能力を例示している。炭酸クオットは水中
の塩化クオットよりも一層よく吸収され、アンモニア／水中の当分野で許容されている塩
化クオットと同様に吸収される。しかし、炭酸クオットは木材基材の処理で金属カップリ
ング剤を用いずに使用することができる。
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実施例１６～１９及び比較例１６Ａ、１６Ｂ、１９Ａ、及び１９Ｂ
【００６１】
　一つの木材片を、実施例１４の手順に従い処理した。次にその木材片を室温で水中に２
４時間浸漬し、一定重量まで乾燥し、秤量してどのくらい多くの化学物質が残留するかを
決定した。その木材片を更に９６時間（合計１２０時間）浸漬し、一定重量まで乾燥し、
秤量して処理された木材からのクオットの浸出性を決定した。この期間中、水は数回代え
た。
　異なったクオット濃度、異なった陰イオン、及び異なった溶媒を用いて更に別の試料を
調製した。
　配合物及び結果を表５に示す。

　比較例１６Ａ及び、１６Ｂと比較した場合の実施例１６～１９、特に実施例１２、比較
例１９Ａ及び１９Ｂと比較した場合の実施例１９は、慣用的塩化クオットよりも炭酸クオ
ットの保持性が改良されていること、特に金属安定化剤が存在しない場合に改良されてい
ることを示している。
【００６２】
　カルボン酸クオットの間接合成
　実施例２０－プロピオン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウムを２０％のエタノール水中に入れたもの１
８０ｇ（ＤＤＡＣ、１４４ｇ）（０．４モル）、１８０mlの無水変性エタノール（メタノ
ール／イソプロパノールで変性）、及び８５％の水酸化カリウムペレット３２ｇ（ＫＯＨ
、２７ｇ）（０．４９モル）を、加熱用マントル及び磁気撹拌器を具えた、窒素でパージ
したフラスコ中で混合した。混合物を撹拌し、６０～７０℃に３時間加熱した。次にその
混合物を室温へ冷却し、最後に５℃へ冷却した。
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　塩化カリウムが沈澱し、その沈澱物を真空濾過器で収集した。固体を冷エタノールで洗
浄し、次に乾燥し、３１ｇ（計算収量、２９．６ｇ）の乾燥塩化カリウムを生成した。
　約０．０９モルの未反応ＫＯＨを含有する水酸化クオットのエタノール性溶液を、５０
ｇの二酸化炭素（昇華二酸化炭素から）を半時間に亙り気泡として通しながら撹拌した。
次に得られた混合物を濾過し、７．２ｇ（計算値６．２ｇ）の炭酸カリウムを除去し、濾
液を濃縮して、９８～９９％の交換クオット純度を有する生成物について、８０～８５％
の炭酸クオット（０．４モルの炭酸クオット）及び０．１％未満の塩化物を含むオレンジ
／褐色の液体を生成させた。
　濾過後の低温生成物を、凝縮器、滴下漏斗、及び水置換型ガス測定器に接続した管を具
えた閉じたフラスコ中に入れた。当量（０．４モル、２９．６ｇ）のプロピオン酸を、５
分間に亙り炭酸クオットへ添加した。直ちにガスの発生が認められ、５．７５リットルの
ガスが１５分間に亙り収集された。二酸化炭素の発生が止んだ後、回転蒸発器で溶媒を除
去し、黄／オレンジ色の液体を得た。
　クオット分析により、生成物は、０．０９％の遊離塩化物及び９９％の交換純度を持つ
活性クオットを８５％含有することが判明した。
【００６３】
　実施例２１－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルの酢酸を用いて、実施例１の手順を繰り返した。
【００６４】
　実施例２２－エチルヘキサン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルの２－エチルヘキサン酸を用いて、実施例２０の手
順を繰り返した。
　生成物は曇っていた。
【００６５】
　実施例２３－グルコン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルのグルコン酸を用いて、実施例２０の手順を繰り返
した。
　生成物は水溶性であった。
【００６６】
　実施例２４－オクタン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルのオクタン酸を用いて、実施例２０の手順を繰り返
した。
【００６７】
　実施例２５－混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルの混合ココナッツ脂肪酸を用いて、実施例２０の手
順を繰り返した。
【００６８】
　実施例２６－ラウリン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルのラウリン酸を用いて、実施例２０の手順を繰り返
した。
　生成物はワックス状固体であった。
【００６９】
　実施例２７－プロピオン酸オクチルデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化オクチルデシルジメチルア
ンモニウム、０．４モルを用いて、実施例２０の手順を繰り返し、プロピオン酸オクチル
デシルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００７０】
　実施例２８－酢酸オクチルデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化オクチルデシルジメチルア
ンモニウム、０．４モルを用いて、実施例２１の手順を繰り返し、酢酸オクチルデシルジ
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メチルアンモニウムを生成させた。
【００７１】
　実施例２９－　２－エチルヘキサン酸イソノニルデシルジメチルアンモニウム塩化ジデ
シルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化イソノニルデシルジメチルアンモニウ
ム、０．４モルを用いて、実施例２２の手順を繰り返し、２－エチルヘキサン酸イソノニ
ルデシルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００７２】
　実施例３０－グルコン酸イソノニルデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化イソノニルデシルジメチル
アンモニウム、０．４モルを用いて、実施例２３の手順を繰り返し、グルコン酸イソノニ
ルデシルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００７３】
　実施例３１－グルコン酸ベンジルドデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ベンジルドデシルジメチル
アンモニウム、０．４モルを用いて、実施例２３の手順を繰り返し、グルコン酸ベンジル
ドデシルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００７４】
　実施例３２－オクタン酸ベンジルドデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ベンジルドデシルジメチル
アンモニウム、０．４モルを用いて、実施例２４の手順を繰り返し、オクタン酸ベンジル
ドデシルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００７５】
　実施例３３－混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ベンジルドデシル－、ベンジルテトラデ
シル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウムの混合物
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに、８０％の塩化ベンジルドデシル－、ベ
ンジルテトラデシル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウム混合脂肪酸ベ
ンジルドデシルジメチルアンモニウムの混合物、０．４モルを用いて、実施例２５の手順
を繰り返し、混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ベンジルドデシル－、ベンジルテトラデシ
ル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウムの混合物を生成させた。
【００７６】
　実施例３４－ラウリン酸ベンジルドデシル－、ベンジルテトラデシル－、及びベンジル
ヘキサデシル－ジメチルアンモニウムの混合物
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ベンジルドデシル－、ベン
ジルテトラデシル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウムの混合物、０．
４モルを用いて、実施例２６の手順を繰り返し、ラウリン酸ベンジルドデシル－、ベンジ
ルテトラデシル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウムの混合物を生成さ
せた。
【００７７】
　炭酸クオットの直接合成
　実施例３５－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム
　８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウムを２０％のエタノール水中に入れたもの１
８０ｇ（ＤＤＡＣ、１４４ｇ）（０．４モル）、１８０mlの無水エタノール、及び化学量
論的に過剰の、４７ｇ（０．４８モル）の無水酢酸カリウムを、加熱用マントル、磁気撹
拌器及び凝縮器を具えた、窒素でパージしたフラスコ中で混合した。混合物を撹拌し、６
０～７０℃に２時間加熱した。不溶性酢酸カリウム結晶はゆっくり溶解し、一層微細な固
体（ＫＣｌ）が分離した。次にその混合物を０℃に冷却し、真空濾過した。固体を冷エタ
ノールで洗浄し、３０．７ｇ（理論的には２９．６ｇ）の塩化カリウムを除去した。溶液
を濃縮し、冷却し、濾過し、６．５ｇの酢酸カリウムを除去した（理論的には２９．６ｇ
）。
　酢酸カリウムの更に微細な結晶を、放置することにより沈降させた。分析により、明黄
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色の液体生成物は、１００％交換したクオットが８０％存在することが決定された。
【００７８】
　実施例３６－グルコン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　０．０２２１モルのグルコン酸ナトリウム及び水中に入れた８０％の塩化ジデシルジメ
チルアンモニウム、０．０２２１モルをフラスコ中で混合した。その混合物を加熱し、二
酸化炭素ガスの発生が止まるまで保持した。
　得られたクオットを分析し、転化率は２０％未満であることが決定された。
【００７９】
　実施例３７－　２－エチルヘキサン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　０．０２２１モルの２－エチルヘキサン酸ナトリウム及び水中に入れた８０％の塩化ジ
デシルジメチルアンモニウム、０．０２２１モルをフラスコ中で混合した。その混合物を
加熱し、二酸化炭素ガスの発生が止まるまで保持した。
　得られたクオットを分析し、転化率は７７％であることが決定された。
【００８０】
　実施例３８－ラウリン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　０．４モルのラウリン酸ナトリウム及び水中に入れた８０％の塩化ジデシルジメチルア
ンモニウム、０．４モルをフラスコ中で混合した。その混合物を６０℃に加熱し、１時間
保持した。
　得られたクオットを分析し、転化率は９０％であることが決定された。
【００８１】
　実施例３９－プロピオン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　０．０２２１モルのプロピオン酸ナトリウム及び８ｇのプロピオン酸中に入れた８０％
の塩化ジデシルジメチルアンモニウム、０．０２２１モルをフラスコ中で混合した。その
混合物を６０℃～８０℃に加熱し、２時間保持した。
　得られたクオットを分析し、転化率は９０％であることが決定された。
【００８２】
　実施例４０－プロピオン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　０．４モルのプロピオン酸カリウム及び固体状の８０％の塩化ジデシルジメチルアンモ
ニウム、０．４モルをフラスコ中で混合した。その混合物を６０℃～８０℃に加熱し、２
時間保持した。
　得られたクオットを分析し、転化率は９１％であることが決定された。
【００８３】
　水酸化クオット／酸合成
　実施例４１－プロピオン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　８０％の塩化ジデシルジメチルアンモニウムを２０％のエタノール水中に入れたもの１
８０ｇ（ＤＤＡＣ、１４４ｇ）（０．４モル）、１８０mlの無水変性エタノール（メタノ
ール／イソプロパノールで変性）、８５％の水酸化カリウムペレット２６ｇ（ＫＯＨ２２
ｇ）（０．４モル）を、加熱用マントル及び磁気撹拌器を具えた、窒素でパージしたフラ
スコ中で混合した。混合物を撹拌し、６０～７０℃に３時間加熱した。次に混合物を室温
へ冷却し、最後に少なくとも１時間０℃に冷却した。
　塩化カリウムが沈澱し、その沈澱物を真空濾過器で収集した。固体を冷エタノールで洗
浄し、次に乾燥し、３０ｇの乾燥塩化カリウムを生成させた。
　水酸化クオット／エタノール溶液を、化学量論的量のプロピオン酸と混合し、１０６°
Ｆの引火点を持つ黄／オレンジ色の液体を生成した。
【００８４】
　実施例４２－硼酸ジデシルジメチルアンモニウム
　プロピオン酸の代わりに０．４モルの硼酸を用い、実施例１３４の手順を繰り返した。
　生成物は液体であった。
【００８５】
　実施例４３－硼酸オクチルデシルジメチルアンモニウム
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　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化オクチルデシルジメチルア
ンモニウム、０．４モルを用いて、実施例４２の手順を繰り返し、硼酸オクチルデシルジ
メチルアンモニウムを生成させた。
【００８６】
　実施例４４－硼酸イソノニルデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化イソノニルデシルジメチル
アンモニウム、０．４モルを用いて、実施例４２の手順を繰り返し、硼酸イソノニルデシ
ルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００８７】
　実施例４５－硼酸ベンジルドデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ベンジルドデシルジメチル
アンモニウム、０．４モルを用いて、実施例４２の手順を繰り返し、硼酸ベンジルドデシ
ルジメチルアンモニウムを生成させた。
【００８８】
　実施例４６－硼酸ベンジルドデシル－、ベンジルテトラデシル－、及びベンジルヘキサ
デシル－ジメチルアンモニウムの混合物
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ベンジルドデシル－、ベン
ジルテトラデシル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウムの混合物、０．
４モルを用いて、実施例４２の手順を繰り返し、硼酸ベンジルドデシル－、ベンジルテト
ラデシル－、及びベンジルヘキサデシル－ジメチルアンモニウム混合物を生成した。
【００８９】
　実施例４７－硼酸ジヘキサデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ジヘキサデシルジメチルア
ンモニウム、０．４モルを用いて、実施例４２の手順を繰り返し、硼酸ジヘキサデシルジ
メチルアンモニウムを生成させた。
【００９０】
　実施例４８－硼酸ドデシルトリメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに８０％の塩化ドデシルトリメチルアンモ
ニウム、０．４モルを用いて、実施例４２の手順を繰り返し、硼酸ドデシルトリメチルア
ンモニウムを生成させた。
【００９１】
　木質基材の処理
　実施例４９－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に４５％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
酢酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ａ図、第３Ｂ図、及び第３ＣＢ図に示す。
【００９２】
　比較例４９Ａ－塩化ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３５％の重量増加が観察されるまで、２０％エタノール／
水中で塩化ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ａ図、第３Ｂ図、及び第３ＣＢ図に示す。
【００９３】
　実施例５０－硼酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
硼酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ａ図及び第３Ｂ図に示す。
【００９４】
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　実施例５１－メタクリル酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
メタクリル酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第１Ａ図及び第１Ｂ図に示す。
【００９５】
　実施例５２－グルコン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
グルコン酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ａ図及び第３Ｂ図に示す。
【００９６】
　実施例５３－プロピオン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
プロピオン酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ａ図及び第３Ｂ図に示す。
【００９７】
　実施例５４－　２－エチルヘキサン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３５％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
エチルヘキサン酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ｃ図に示す。
【００９８】
　実施例５５－ラウリン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３５％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
ラウリン酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ｃ図に示す。
【００９９】
　実施例５６－デカン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に３０％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
デカン酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ｃ図に示す。
【０１００】
　実施例５７－ステアリン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に４０％の重量増加が観察されるまで、エタノール／水中で
ステアリン酸ジデシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ｃ図に示す。
【０１０１】
　実施例５８－ステアリン酸ジデシルジメチルアンモニウムエマルジョン
　松の木口薄板を秤量し、次に６％の重量増加が観察されるまで、水中でステアリン酸ジ
デシルジメチルアンモニウムエマルジョンを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ｃ図に示す。
【０１０２】
　実施例５９－オクタン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　松の木口薄板を秤量し、次に４０％の重量増加が観察されるまで、水中でオクタン酸ジ
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デシルジメチルアンモニウムを吸収させた。
　処理した薄板を次に水の中に入れ、周期的に秤量して難浸出性を決定した。
　結果を第３Ｃ図に示す。
　第３Ａ図、第３Ｂ図、及び第３Ｃ図は、本発明のカルボン酸クオットが長期間浸出しに
くく、塩化クオットよりも一層良いことを示している。
【０１０３】
　殺生物活性
　実施例６０－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム
　A. niger、　G. trabeum、T. veride 、及びL. lepideusの培養基に、水に入れた７５
％酢酸ジデシルジメチルアンモニウムの種々の量と共に接種した。増殖が観察されないカ
ルボン酸クオットの濃度及び増殖が影響を受けない最高濃度を平均した。結果を表６に示
す。
【０１０４】
　比較例６０Ａ－塩化ジデシルジメチルアンモニウム
　酢酸ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに塩化ジデシルジメチルアンモニウムを用
いて、実施例６０の手順を繰り返した。
　結果を表６に示す。
【０１０５】
　比較例６０Ｂ－塩化ジデシルジメチルアンモニウム／アイオドプロパルギルブチルカル
バメート
　酢酸ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに、塩化ジデシルジメチルアンモニウム４
部及びアイオドプロパルギルブチルカルバメート１部の混合物を用いて、実施例６０の手
順を繰り返した。
　結果を表６に示す。
【０１０６】
　実施例６１－２－エチルヘキサン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　酢酸ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに２－エチルヘキサン酸ジデシルジメチル
アンモニウムを用いて、実施例６０の手順を繰り返した。
　結果を表６に示す。
【０１０７】
　実施例６２－ラウリン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　酢酸ジデシルジメチルアンモニウムの代わりにラウリン酸ジデシルジメチルアンモニウ
ムを用いて、実施例６０の手順を繰り返した。
　結果を表６に示す。
【０１０８】
　実施例６３－ステアリン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　酢酸ジデシルジメチルアンモニウムの代わりにステアリン酸ジデシルジメチルアンモニ
ウムを用いて、実施例６０の手順を繰り返した。
　結果を表６に示す。
【０１０９】
　実施例６４－塩化ジデシルジメチルアンモニウム（ＤＤＡＣ）／ポリプロピレングリコ
ールモノステアレート（ＰＧＭＳ）／水
　３部の塩化ジデシルジメチルアンモニウム及び２．５部のＰＧＭＳを一緒に混合し、９
４．５部の暖かい（４０℃の）水を添加しながら撹拌し、木材を防水性にし、防腐性を与
えるのに適切な安定なエマルジョンを生成させた。
【０１１０】
　実施例６５－ＤＤＡＣ／３％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　ＰＧＭＳとして３部のＰＧＭＳ及び水の代わりに８４部のミネラルスピリッツを用いて
、実施例６４の方法を繰り返した。
【０１１１】
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　実施例６６－ＤＤＡＣ／６％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　ＰＧＭＳとして６部のＰＧＭＳ、ミネラルスピリッツとして９１部のミネラルスピリッ
ツを用いて、実施例６５の方法を繰り返した。
【０１１２】
　実施例６７－ＤＤＡＣ／８％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　ＰＧＭＳとして８部のＰＧＭＳ、ミネラルスピリッツとして８９部のミネラルスピリッ
ツを用いて、実施例６５の方法を繰り返した。
【０１１３】
　実施例６８－ＤＤＡＣ／１２％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　ＰＧＭＳとして１２部のＰＧＭＳ及びミネラルスピリッツとして８５部のミネラルスピ
リッツを用いて、実施例６５の方法を繰り返した。
【０１１４】
　実施例６９－ＤＤＡＣ／９％エチレングリコールモノステアレート（ＥＧＭＳ）／水
　ＰＧＭＳの代わりに９部のＥＧＭＳ、水として８８部の水を用いて、実施例６４の方法
を繰り返した。
【０１１５】
　実施例７０－ＤＤＡＣ／１０％エチレングリコールジステアレート（ＥＧＤＳ）／水
　ＥＧＭＳの代わりに１０部のＥＧＤＳ、水として８７部の水を用いて、実施例６９の方
法を繰り返した。
【０１１６】
　実施例７１－ＤＤＡＣ／９％ソルビタントリステアレート（ＳＴＳ）／水
　ＰＧＭＳの代わりに９部のＳＴＳ、水として８８部の水を用いて、実施例６４の方法を
繰り返した。
【０１１７】
　実施例７２－ＤＤＡＣ／９％ソルビタンモノステアレート（ＳＭＳ）／水
　ＳＴＳの代わりに９部のＳＭＳを用いて、実施例７１の方法を繰り返した。
【０１１８】
　実施例７３－ＤＤＡＣ／９％ポリエチレングリコールジステアレート（ＰＥＧ４００－
ＤＳ）／水
　ＳＭＳの代わりに９部のＰＥＧ４００－ＤＳを用いて、実施例７１の方法を繰り返した
。
【０１１９】
　実施例７４－ＤＤＡＣ／９％ＰＥＧ４００－ＤＳ／ミネラルスピリッツ
　水の代わりに８８部のミネラルスピリッツを用いて、実施例７３の方法を繰り返した。
　実施例７５－水酸化ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭＳ／水
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに３部の水酸化ジデシルジメチルアンモニ
ウムを用いて、実施例６４の方法を繰り返した。
　実施例７６－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム／２．５％ＰＧＭＳ／水
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに３部の炭酸ジデシルジメチルアンモニウ
ムを用いて、実施例６４の方法を繰り返した。
　実施例７７－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム／２．５％グリセロールモノラウレー
ト（ＧＭＬ）／水
　ＰＧＭＳの代わりに２．５部のＧＭＬを用い、実施例７６の方法を繰り返した。
　実施例７８－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム／２．５％グリセロールモノステアレ
ート（ＧＭＳ）／水
　ＧＭＬの代わりに２．５部のＧＭＳを用い、実施例７７の方法を繰り返した。
　実施例７９－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭＳ／水
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに３部の酢酸ジデシルジメチルアンモニウ
ムＤを用いて、実施例６４の方法を繰り返した。
　実施例８０－混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭ



(54) JP 2009-102402 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

Ｓ／水
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに、手順Ｇの方法により製造された混合コ
コナッツ脂肪酸カルボン酸ジデシルジメチルアンモニウム５部、ＰＧＭＳとして５部のＰ
ＧＭＳ、水として９０部の水を用いて、実施例６４の方法を繰り返した。
　実施例８１－塩化ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭＳ／水
　松の木口薄板を秤量し、次に実施例１の方法に従って製造された防水剤木材防腐剤組成
物を、試料が処理混合物で飽和するまで吸収させた。次に試料を一定重量まで空気乾燥し
、防水剤木材防腐剤組成物の吸収量を決定した。
　処理した薄板を取り出し、一定重量まで乾燥し、周期的に秤量して難浸出性を決定した
。
　乾燥した処理薄板を、水中に３０分間浸漬し、膨潤性を決定した。膨潤は、未処理対照
と比較して、試料の長さの増大として測定し、各々について膨潤指数を計算した。
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂに示す。
【０１２０】
　比較例８１Ａ－塩化ジデシルジメチルアンモニウム
　防水剤木材防腐剤組成物として塩化ジデシルジメチルアンモニウムを用いて、実施例８
１の方法を繰り返した。
【０１２１】
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
　実施例８２－ＤＤＡＣ／３％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例６５の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８３－ＤＤＡＣ／６％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例６６の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８４－ＤＤＡＣ／８％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例６７の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８５－ＤＤＡＣ／１２％ＰＧＭＳ／ミネラルスピリッツ
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例６８の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８６－ＤＤＡＣ／９％ＥＧＭＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例６９の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８７－ＤＤＡＣ／１０％ＥＧＤＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７０の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８８－ＤＤＡＣ／９％ＳＴＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７１の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例８９－ＤＤＡＣ／９％ＳＭＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７２の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
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　結果を表７に示す。
　実施例９０－ＤＤＡＣ／９％ＰＥＧ４００－ＤＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７３の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例９１－ＤＤＡＣ／９％ＰＥＧ４００－ＤＳ／ミネラルスピリッツ
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７４の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表１に示す。
　実施例９２－水酸化ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７５の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
【０１２２】
　比較例９２Ａ－水酸化ジデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに水酸化ジデシルジメチルアンモニウムを
用いて、比較例８１Ａの方法を繰り返した。
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
【０１２３】
　実施例９３－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム／２．５％ＰＧＭＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例７６の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
【０１２４】
　比較例９３Ａ－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに炭酸ジデシルジメチルアンモニウムを用
いて、比較例８１Ａの方法を繰り返し、透明な溶液を生成させた。
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
【０１２５】
　実施例９４－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム／２．５％ＧＭＬ／水
　ＰＧＭＳの代わりに２．５部のＧＭＬを用いて、実施例９３の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例９５－炭酸ジデシルジメチルアンモニウム／２．５％ＧＭＳ／水
　ＰＧＭＳの代わりに２．５部のＧＭＳを用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　実施例９６－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭＳ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例１６の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７及び第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
【０１２６】
　比較例９６Ａ－酢酸ジデシルジメチルアンモニウム
　塩化ジデシルジメチルアンモニウムの代わりに酢酸ジデシルジメチルアンモニウムを用
いて、比較例８１Ａの方法を繰り返した。
　結果を第４Ａ図及び第４Ｂ図に示す。
【０１２７】
　実施例９７－混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ジデシルジメチルアンモニウム／ＰＧＭ
Ｓ／水
　防水剤木材防腐剤組成物として、実施例８０の方法に従って製造された防水剤木材防腐
剤組成物を用いて、実施例８１の方法を繰り返し、エマルジョンを生成させた。
　結果を表７に示す。
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【０１２８】
　比較例９７Ａ－混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ジデシルジメチルアンモニウム
　防水剤木材防腐剤組成物の代わりに５部の混合ココナッツ脂肪酸カルボン酸ジデシルジ
メチルアンモニウム及び９５部の水を用いて、比較例８１Ａの方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
【０１２９】
　実施例９８－ＰＧＭＳ
　防水剤木材防腐剤組成物の代わりに８部のＰＧＭＳ及び９２部の水の溶液を用いて、実
施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
【０１３０】
　比較例９８Ａ－ミネラルスピリッツ
　防水剤木材防腐剤組成物の代わりに、市販ワックス系生物剤／ミネラルスピリッツ系溶
液〔ウッドトリート(Woodtreat）ＭＢ　－コップコート社（KopCoat, 
Inc.) 〕を用いて、実施例８１の方法を繰り返した。
　結果を表７に示す。
　表７は、本発明の防水剤木材防腐剤組成物の向上した諸性質を示している。
【０１３１】
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【０１３３】
　ここに言及した全ての特許、出願、論文、刊行物、及び処理方法は、参考のためここに
入れてある。
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　上記詳細な説明を見て、当業者は本発明の多くの変更を思いつくであろう。そのような
容易に想到し得る変更は、請求の範囲内に全て含まれるものである。
【０１３４】
　本発明に関して、更に以下の内容を開示する。
（１）水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第
四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物（reactant）と、金属水酸化物反応物とをＣ１～Ｃ４直鎖アル
コールからなる溶媒中で反応させ、然も、前記金属水酸化物が前記水酸化Ｃ１～Ｃ２０ア
ルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウムを生成する
のに充分な量で存在する、
ことからなる製造方法。
（２）Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキルが、メチル、Ｃ８～Ｃ１６アルキ
ル、及びベンジル基からなる群から選択され、Ｃ８～Ｃ２０アルキル基がＣ１０～Ｃ１６

アルキルである、（１）に記載の方法。
（３）アルキル基がジＣ８～Ｃ１２である、（１）に記載の方法。
（４）第四級アンモニウム化合物がジデシルジメチルアンモニウム化合物である、（１）
に記載の方法。
（５）金属水酸化物が水酸化カリウムからなる、（１）～（４）のいずれか１項に記載の
方法。
（６）Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールがエタノールからなる、（１）～（５）に記載の方法。
（７）（ａ）　塩化ジデシルジメチルアンモニウムと水酸化カリウムとをエタノール中で
反応させ、然も、前記水酸化カリウムが、前記塩化ジデシルジメチルアンモニウムに対し
少なくとも化学量論的量で存在する、
ことからなる水酸化ジデシルジメチルアンモニウムの製造方法。
（８）（１）～（７）に記載の方法により製造された組成物。
（９）（３）に記載の方法により製造された少なくとも一種類の水酸化ジＣ８～Ｃ１２ア
ルキル第四級アンモニウムを殺生物に有効な量で含む木材防腐剤組成物。
（１０）　（ａ）殺生物に有効な量の少なくとも一種類の水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル
第四級アンモニウム、及び（ｂ）溶媒からなり、然も、金属を含まない木材防腐剤組成物
。
（１１）　水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムが水酸化ジデシルジメチル
アンモニウムである、（１０）に記載の木材防腐剤組成物。
（１２）　溶媒が水性溶媒である、（１０）に記載の木材防腐剤組成物。
（１３）　水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムと溶媒とを一緒にしたもの
を１００重量部として、約０．１～約５重量部の水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級ア
ンモニウム及び約９５～９９．９重量部の溶媒からなる、（１０）に記載の木材防腐剤組
成物。
（１４）　水酸化ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムが水酸化ジデシルジメチル
アンモニウムである、（１３）に記載の木材防腐剤組成物。
（１５）　木質基材を、（１０）に記載の木材防腐剤組成物で処理することからなる、木
質基材の防腐方法。
（１６）　（ａ）　式：
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（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；及び
　（ｂ）（１）式：

（式中、Ｒ１は、（ａ）の場合と同じか又は異なるＣ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸水素Ｃ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は
　　　（２）式：

（式中、Ｒ１は、（ａ）又は（ｂ）の場合と同じか又は異なるＣ８～Ｃ１２アルキル基で
あり、Ｍは非カップラー金属である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸金属ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は
　　　（３）（ｂ）（１）及び（ｂ）（２）の組合せ；
からなる、金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物。
（１７）　（Ａ）殺生物に有効な量の、式：

（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する少なくとも一種類の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム、及び（Ｂ
）溶媒からなる、金属カップラーを含まない木材防腐剤組成物。
（１８）　（Ａ）殺生物に有効な量の、（１６）に記載の少なくとも一種類の組成物、及
び（Ｂ）溶媒からなる木材防腐剤組成物。
（１９）　炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムと溶媒とを一緒にしたものを
１００重量部として、約０．１～約５重量部の炭酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモ
ニウム及び約９５～９９．９重量部の溶媒からなる、（１７）に記載の木材防腐剤組成物
。
（２０）　式：
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（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり、Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ１２アルキル基である。）
を有する炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第
四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物と金属水酸化反応物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからなる
溶媒中で反応させ、然も、前記金属水酸化物が、水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリー
ル置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、金属塩化物、及び任意に未
反応金属水酸化物を生ずるのに充分な量で存在し、そして
　（ｂ）　前記水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換Ｃ８～Ｃ２０アルキル又は
アリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム及び任意に未反応金属
水酸化物と、二酸化炭素とを反応させ、前記炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換
アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム及び任意に金属炭酸塩を生成させる
、
ことからなる製造方法。
（２１）　式：

を有する炭酸第四級アンモニウム化合物中のＲ１が、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基である、（
２０）に記載の方法。
（２２）　Ｒ１がＣ１０アルキル基である、（２１）に記載の方法。
（２３）　（１７）に記載の木材防腐剤組成物で木質基材を処理することからなる、木質
基材を防腐する方法。
（２４）　（２０）、（２１）、（２２）、又は（２３）のいずれか１項に記載の方法に
より製造された組成物。
（２５）　（ａ）殺生物に有効な量の、
　　　　（ｉ）少なくとも一種類の、式：
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〔式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１２アルキル基であり；Ｒ３は、置換又は非置換、断続（inte
rrupted)又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、
（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；ｎは、０又は１～５０の整数である。〕
を有するカルボン酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；
　　　　（ii）少なくとも一種類の、式：

（式中、Ｒ１は上で定義した通りであり、ａは２又は３であり、ａが２の時、ｂは０又は
１であり、ａが３の時、ｂは０、１、又は２である。）
を有する硼酸ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウム；又は
　　　　（iii)（ｉ）及び（ii）の組合せ；及び
　　　（ｂ）溶媒；
からなる、金属を含まない木材防腐剤組成物。
（２６）　Ｒ１がＣ１０アルキル基であり、Ｒ３がアルキル又はアルケニル基である、（
２５）に記載の木材防腐剤組成物。
（２７）　ｌが１又は２である、（２５）に記載の木材防腐剤組成物。
（２８）　ｎが１～２０の整数である、（２５）に記載の木材防腐剤組成物。
（２９）　ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムのカルボン酸塩、硼酸塩、又はそ
れらの組合せ及び溶媒を一緒にしたものを１００重量部として、約０．１～約５重量部の
ジＣ８～Ｃ１２アルキル第四級アンモニウムのカルボン酸塩、硼酸塩、又はそれらの組合
せ、及び約９５～約９９．９重量部の溶媒からなる、（２５）に記載の木材防腐剤組成物
。
（３０）　式：

〔式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ１２アルキル基であり；Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００

基であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であ
り；ｎは、０又は１～５０の整数である。〕
を有するカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物と金属水酸化物反応物とを、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからな
る溶媒中で反応させ、然も、前記金属水酸化物が水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリー
ル置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム、金属塩化物、及び任意に未
反応の金属水酸化物を生ずるのに充分な量で存在し、
　（ｂ）　前記水酸化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０ア
ルキル第四級アンモニウム及び任意に未反応金属水酸化物と、二酸化炭素とを反応させ、
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炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アン
モニウム及び任意に金属炭酸塩を生成させ、
　（ｃ）　前記炭酸Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アル
キル第四級アンモニウムと、式

〔式中、Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００基であり；ｌ及びｑは
、独立に１、２、又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であり；ｎは、０又は１
～５０の整数である。〕
を有する少なくとも一種類のカルボン酸と反応させ、前記カルボン酸Ｃ１～Ｃ２０アルキ
ル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウムを生成させる、
ことからなるカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法。
（３１）　ジＣ８～Ｃ１２アルキル基がデシル基である、（３０）に記載の方法。
（３２）　式：

〔式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル基であり；Ｒ２は、Ｃ

８～Ｃ２０アルキル基であり；Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ１００

基であり；ｌ及びｑは、独立に１、２又は３であり、（ｌ）（ｑ）は１、２、又は３であ
り；ｎは０又は１～５０の整数である。〕
を有するカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法において、
　（ａ）　塩化Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル
第四級アンモニウム反応物と、式：

〔式中、Ｒ３は、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ１～Ｃ２０基であり；Ｍは、一価、
二価、又は三価の金属であり；ｌ及びｑは、独立に１、２、又は３であり；（ｌ）（ｑ）
は、１、２、又は３であり；ｌは、Ｍが一価の時１であり、Ｍが二価の時２であり、Ｍが
三価の時３であり；ｎは、０又は１～５０の整数である。〕
を有する少なくとも一種類の金属カルボン酸塩と、Ｃ１～Ｃ４直鎖アルコールからなる溶
媒中で反応させ、前記カルボン酸第四級アンモニウムを生成させる、
ことからなるカルボン酸第四級アンモニウムの製造方法。
（３３）　Ｒ１がＣ８～Ｃ１２アルキル基である、請求項（３０）、（３１）、又は（３
２）のいずれか１項に記載の方法。
（３４）　（２５）に記載の木材防腐剤組成物で木質基材を処理することからなる、木質
基材の防腐方法。
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（３５）　請求項（３０）、（３１）、又は（３２）のいずれか１項に記載の方法に従い
製造された組成物。
（３６）　式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
　　　　Ｒ及びＲ２は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ９～
Ｃ５０基であり；
　　　　Ｒ１は、水素又はメチル基であり；そして
　　　　ｎは、１～１０の整数である。）
を有する防水剤組成物であって、然も任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のＣ

１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウ
ム組成物、溶媒、又はそれらの組合せを含有する防水剤組成物。
（３７）　Ｘが

であり、Ｒ及びＲ２が、夫々Ｃ１７アルキル基であり、Ｒ１が水素であり、ｎが１である
、（３６）に記載の防水剤組成物。
（３８）　式：

（式中、Ｘは、水素又は

であり；
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　　　　Ｙは、置換又は非置換

　　　　　置換又は非置換

又はその鏡像異性体、又は置換又は非置換

又はその鏡像異性体であり；
　　　　Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、独立に飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非
断続Ｃ９～Ｃ５０基であり；
　　　　ｗは、１～１０の整数であり；そして
　　　　ｘ及びｙは、独立に０、１、又は２である。）
を有する防水剤組成物であって、然も任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類の、
Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニ
ウム組成物、溶媒、又はそれらの組合せを含む防水剤組成物。
（３９）　Ｘが水素であり；Ｒ３がＣ１１～Ｃ１７アルキル基であり；ｎが１である、（
３８）に記載の防水剤組成物。
（４０）　Ｘが水素であり；Ｒ３がＣ１１アルキル基であり；ｎが１である、（３８）に
記載の防水剤組成物。
（４１）　Ｘが水素であり；
　　　　Ｙが、
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又はその鏡像異性体であり；
　　　　Ｒ３がＣ１７アルキル基であり；
　　　　ｘが２である；
（３８）に記載の防水剤組成物。
（４２）　Ｘが、水素又は

であり；
　　　　Ｙが、

又はその鏡像異性体であり；
　　　　Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５が、夫々Ｃ１７アルキル基であり；
　　　　ｙが１であり；
　然も、任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のＣ１～Ｃ２０アルキル又はアリ
ール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム組成物、溶媒、又はそれら
の組合せを含有する、（３８）に記載の防水剤組成物。
（４３）　式：

（式中、Ｒ６は飽和又は不飽和、置換又は非置換、断続又は非断続Ｃ６～Ｃ３０基であり
；
　　　　ｐは、１～３０の整数である。）
を有する防水剤組成物であって、任意に、殺生物に有効な量の少なくとも一種類のＣ１～
Ｃ２０アルキル又はアリール置換アルキル、Ｃ８～Ｃ２０アルキル第四級アンモニウム組
成物、溶媒、又はそれらの組合せを含有する防水剤組成物。
（４４）　Ｒ６がＣ１８アルキル基又はｐ－ノニルフェニルであり、ｐが４である、（４
３）に記載の防水剤組成物。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
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【図１Ａ】本発明による木材防腐剤組成物(system)と、従来法の木材防腐剤系との浸出性
を比較したグラフである。
【図１Ｂ】第１Ａ図のグラフの一部分を拡大した図である。
【図２Ａ】本発明による木材防腐剤組成物と、従来法の木材防腐剤系との浸出性を比較し
たグラフである。
【図２Ｂ】第２Ａ図のグラフの一部分を拡大した図である。
【図３Ａ】本発明による防腐剤組成物と、従来法の木材防腐剤系との浸出性を比較したグ
ラフである。
【図３Ｂ】第３Ａ図のグラフの一部分を拡大した図である。
【図３Ｃ】本発明による防腐剤組成物と、別の木材防腐剤系との浸出性を比較したグラフ
である。
【図４Ａ】本発明による木材防腐剤組成物を含む防水剤と、防水剤を含まない木材防腐剤
系との浸出性を比較したグラフである。
【図４Ｂ】第４Ａ図の一部分を拡大した図である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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